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山道の蝦夷と海道の蝦夷

東北学院大学文学部
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山道の蝦夷と海道の蝦夷

1. 蝦夷とは何か

東北学院大学文学部

熊谷公男

蝦夷（エミシ）とは何か、という問題に関しては、江戸時代以来支配的であった蝦夷ア

イヌ説（異民族説）と戦後優勢となる蝦夷非アイヌ説 （辺民説）の二つの相反する見解が

あった。しかし、現在では、双方の説とも 一面の真理はあるものの、正確とはいえないこ

とが明らかにな っている。両説の問題点を簡単に列挙すると、蝦夷アイヌ説については、

(a)アイヌ文化の成立は 13世紀以降のことであって、古代にはアイヌ民族がまだ形成され

ていなかったこと、 (b)蝦夷は稲作農耕や馬飼などの南方の倭人文化を大幅に受け入れて

いたこと、 (c)古代国家の主張が盛り込まれた文献史料に対する批判が十分でないこと、

などがあげられる。 一方、蝦夷非アイヌ説に関しては、 (a)ーナイ、一ベツなどのアイヌ

語系地名が東北地方北部に多数残存することや蝦夷の訳語 （通訳）の存在などから、蝦夷

の話していた言語はアイヌ語の系統に属すると考えられること、 (b)考古学的知見から東

北北部には続縄文・ 擦文文化などの北方文化と共通する文化要素も存在していたこと、 (c)

文献史料の蝦夷の風俗 ・習慣に関する記述をすべて否定することは無理であること、など

があげられる。

そもそも蝦夷（エミシ）とは、古代東北• 北海道の住民がみずからをよんだ呼称ではな。

く、古代国家が列島の東北方に住む：：：王化ミにしたがわない人びとを異質で野蛮な民とみ

なし、 一括して「蝦夷」と名づけたのである。「蝦夷」観念の成立時期は 6世紀ごろで、

その時点で国造制が施行されていた外側の人々を一括してそうよび、朝貢制的な支配を設

定してい ったと考え られる。新渇平野一米沢盆地一仙台平野を結ぶ線よ りも北の地域の住鳴

民が「蝦夷Jとよばれたと考えられ、北海道（渡嶋（リクリシマ）） も含まれていた。

したがって蝦夷とは実体的な種族名や民族名とは次元を異にする概念であ って、多様な

生活形態の人々が含まれていた。古代国家が「蝦夷」観念を設定したのは、 第 1にかれら

を支配下において僻遠の地の：：：化外の民、をしたがえた：：：小帝国、であることを内外にわ

たってアピールすることであり、第 2に蝦夷をことさ らに野蛮視、異族視することによ っ

て、古代国家によるその支配を正当化しようとすることにあった。

「蝦夷」とよばれた人々はおおむね南北両系統の文化を合わせもっていたが、両者の比

重は地域によってかなり異なっていたとみ られるし、しかも不断の文化交流のなかでその

文化内容は時期によ っ て変化してい っ た 。 居住域の南部 （現宮城• 山形県域• 新潟県北部）

はほぼ古墳文化圏に含まれ、基本的に東国と同質であ るが、北海道の蝦夷（渡嶋蝦夷）は

続縄文文化・擦文文化など北方文化の担い手であった 。 両者の中間領域である青森• 岩手

• 秋田県域の蝦夷は、基本的には続縄文人の子孫であり、 当初は北方系の文化を濃厚に保

持していたが、急速に土師器、須恵器、鉄器、カマドを付設した隅丸方形の竪穴住居、稲

作、馬飼などの南方の倭人文化を受け入れてい った。蝦夷は、こうして物質文化において

は大幅に倭人文化を受容 してみずからの生活形態を変革していったが、 墓制に示されるよ

うな精神文化の面では続縄文文化の伝統をのちまで保持し、続縄文文化の系譜をひく狩猟

• 漁携も 一定の重要性をもちつづけたと考えられる。このように蝦夷の実態は予想以上に

複雑であり、現在では冴蝦夷はアイヌか、 それとも倭人かミといった二者択一の議論は成

-1-



り立ち得ないことが明らかになっている。

2. 蝦夷社会と王権による蝦夷支配

蝦夷社会では政治的な統合が未発達で、族長に率いられた小規模な「村」が基礎単位と

なっており、それが相互に結びついたネットワークが形成され、それを媒介として交易や

情報の伝達がおこなわれていた。基礎単位である「村」は郡程度の規模のゆる やかな連合

を形成していたが、中央政府との対立が先鋭化して武力衝突が起こると、さ らに広範な蝦

夷集団が同盟を結んで共同して政府軍と戦った。

王権に よる蝦夷支配は 、 6 世紀代に蝦夷集団を個別に服属 • 朝貢させる ことからはじま

るが、大化改新以降はそれに加えて蝦夷との境界領域に城柵を設置し、東国などから柵戸

とよばれる移民を計画的に移配するこ とによって領域支配の拡大策が組織的に行われる。

これに対して蝦夷はしばしば反乱を起こして抵抗した。奈良時代初期には断続的に蝦夷の

反乱が起こるが、その後しばらくは目立った反乱もなく、蝦夷支配は比較的安定する。 し

かし宝亀 5(774)年に海道の蝦夷が反乱を起こし桃生城を襲撃すると 、陸奥の海道 ・山道、

出羽の山北地方などの蝦夷が広範に連合して頑強に抵抗するが、延暦 20(801)年の征夷大

将軍坂上田村麻呂の征討で大勢が決し、胆沢城 ・志波城が築かれて山道地域が制圧される。

征夷 も弘仁 2年(8I I)の文室綿麻呂による爾薩体・幣伊 2村の征討を最後に終結する (38

年戦争）。

3. 山道と海道

宮城県北部から岩手県にかけての陸奥の蝦夷は山道の蝦夷と海道の蝦夷に 2分されてい

たが、この類別のもとになっていたのが山道と海道という 二つの交通路である。

天平 9年(737)、大野東人の建言により陸奥国から男勝村（横手盆地）を経由して秋田

の出羽柵にいたる道路を新たに建設することになった。男勝村など蝦夷の居住地を通過す

るために、あらかじめそれらの地域を制圧する必要があり 、坂東諸国から 1000人の騎兵

が動員さ れた。それを知った陸奥国の山海両道の蝦夷に動揺がひろがったので、 「田夷」

で遠田郡領の遠田君雄人を海道に、 「帰服の秋」の和我君（ワが Jキミ）計安塁（ケアルイ）を山道に

派遣して「鎮撫」 させたと いう 。ここに山道と海道の二つの交通路がみえる。 山道に派遣

された和我君計安塁は和我地方（のちの和賀郡、岩手県北上市周辺）の豪族とみられ、遠

田君雄人は遠田郡（宮城県小牛田町周辺）の郡司であるが、「鎮撫」の実をあげるために

それぞれの道沿いの蝦夷が使者とな ったと解されるので、山道は和我地方、海道は遠田郡

を通っていたとみてよい。このことから、山道は都か ら陸奥国にいたる東山道のう ちの黒

川郡以北の部分をさ し、 海道とは大崎地方、おそらくは東山道の玉造駅 （宮城県古川市西

部）から東に分かれ、北上川下流域の牡鹿地域、さらには三陸沿岸方面に通 じていたとみ

られる。この点はさらにつぎに掲げる山道 ・海道の諸郡の記載順序か らも裏づけられる。

『延喜式』民部式上には、陸奥国の管郡がつぎのような順序で掲げられている。

a)白河磐瀬 会津耶麻安積安達信夫 b)刈田柴田名取 c)菊多磐城 標

葉行方 宇多伊具日理 d)1!i,遮 e)黒川賀美 色麻玉造志太栗原 f)

磐井江刺胆沢 g)長岡新田小田遠田登米桃生気仙 g)且』L
平川南氏はこれを、 a)旧石背国（福島県中通り） 、b)宮城県南部、 c)旧石城国（福島県
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浜通り）、 d)国府、 e)山道 （宮城県北部）、 f) ミ胆沢之地ミ、 g)海道 （宮城県北部）の 7つ

の行政ブロックに区分している。郡の順序が交通路の道筋に沿って配列されていたとみら

れることは平川氏の指摘のとおりと思われる 。ただし山道は北上川中流域にまでのびてい

たから、ここでは e)と f)を一括して山道諸郡と考えておく 。そこで山道に属する郡とし

ては、上の『延喜式』所載の黒川・賀美・色麻・ 韮造・志太• 栗原・磐井• 江刺・ 胆沢の

9郡に、弘仁 2年(811)に設置された和我・柚縫(t.r.ヌキ）・斯波（シリ）の 3郡をくわえた 12郡

とみておきたい。また g)の海道諸郡が長岡郡（古川市東部）を先頭においていることか

ら、海道はこの付近で東山道から分かれて北上川下流域に向かい、桃生郡をへて気仙郡方

面に通じていたとみられる 。牡鹿郡が最後にな っているのは、桃生郡からさらに支線道路

が分かれていたのであろう。

4. 山道の蝦夷と海道の蝦夷

山道の蝦夷とは山道沿いの蝦夷集団の総称である 。神護景雲元年 (767)に造営 された伊

治城（宮城県築館町）が山道の蝦夷に備えた城柵とみられるので、山道の蝦夷とはほぼ伊

治城以北の山道沿いの蝦夷集団の総称であったとみられる 。主要なものとしては伊治・胆

沢• 和我• 志波などの蝦夷があげられるが、なかでももっとも有力であったのが胆沢の蝦

夷であ った。胆沢地域は、 最北の前方後円墳である角塚（ツn・カ）古墳や近年発見された大

規模集落遺跡である中半入（ナカハンニュウ）遺跡などによって示されるように、東北北部では古

墳時代以来、卓越した存在であった。

天平 9年 (737)の陸奥出羽連絡路建設に際して和我君計安塁が山道に派遣されているが、

彼は「君」のカバネ（姓）を有していた。『続日本紀』和銅 3年(710)4月辛丑条に「陸奥

の蝦夷等、君の姓を賜わり福戸を同じくせんことを請う。之を許す」にあるように、君の

カバネは律令国家から授けられたものである 。38年戦争で頑強に中央政府軍に抵抗した

阿弓流為と母礼も、それぞれ大墓公と盤具公という公姓（天平宝字 3年 (759)に「君」の

カバネを「公」と改めた）をもっていたから、 38年戦争勃発以前に律令国家に服属して

君（公）姓を授かっていたとみられる。これらに和我君計安塁の例などを考え合わせると、

おそらく 8世紀前半までに山道の蝦夷の多くは律令国家に服属して朝貢関係を結んでいた

とみられる。

しかし 38年戦争が勃発すると、岩手県域の山道の蝦夷の大半はそれまでの朝貢関係を

破棄し、律令国家との武力抗争に立ち上がる。そして阿昼流為や母礼を中心に広汎な地域

の蝦夷集団が連合して戦い、中央政府軍を苦しめるのである。

一方、海道の蝦夷とは、天平宝字 4年 (760)に造営された桃生城（宮城県河北町）が海

道の蝦夷にそなえた城柵とみられるので、登米• 桃生地域から 三陸沿岸方面にかけての蝦

夷集団をさすと思われる 。有力な蝦夷としては、遠山村や閉村などの蝦夷があげられる 。

霊亀元年 (715)、蝦夷須賀君古麻比留らは、先祖以来、侮年、 陸奥の国府に昆布を貢献

してきたが、国府から遠 く隔たっており 往還が大変なので、閑村に郡家 （郡の役所）を建

ててそこに納めるようにしたいと厠い出て許可されている（「続日本紀J霊亀元年 10月T

丑条） 。 この間村とは、のちの幣伊村、幣伊 （閉伊）郡のことで、現在の岩手県中• 北部

の太平洋岸の地域に相当するとみられる 。 この地域の蝦夷が 8世紀初頭の時点℃須賀君と

いう姓を保有しており、しかも先祖以来、国府に昆布を貢納してきたというのであるから、
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この地域の蝦夷集団にはすでに 7世紀代に中央政府に服属し、朝貢関係を結んでいたもの

が存在したことになる。おそらく 8世紀前半の段階で、中央政府に服属し、朝貢関係を結

んでいた蝦夷集団が海道地域にもかなり存在したとみてよいと思われる 。

閉村の蝦夷の貢納品が昆布であることは、海道の蝦夷の生業で漁榜や貝類• 海草類の採

集など、海に糧を求める生業が大きなウエイトを占めていたことを推測させる。また、海

産物の貢納の便宜のために郡家を設置するというあり方は、小泉遺跡の性格を考えるうえ

で示唆的であると思われる。

海道の蝦夷も律令国家の蝦夷支配に抗して反乱を起こすことがしばしばあった。なかで

も神亀元年(724)と宝亀五年(774)の反乱は、蜂起の主体が海道の蝦夷であったことが国史

に明記されている。

海道の蝦夷が桃生城を襲撃した 2カ月余のちの宝亀 5年 10月に、按察使大伴駿河麻呂

らは蝦夷の根拠地であった陸奥国の遠山村を急襲し、戦果をあげた。『続日本紀』によれ

ば、「陸奥国遠山村は、地これ険阻（ケン'})にして夷伴（イ7)の憑（ヨ）る所なり。歴代の諸将、

嘗（カツ）て進討せず。而（シカ）るに按察使（アセ守）大伴宿f爾駿河麻呂ら、直（タタ守）に進みてこれ

を撃ち、その巣穴を覆（クツがエ）す。遂に窮寇（キュウコウ）をして奔亡（ホンホ万）せしめ、降る者相

望ましむ」とあり（『続日本紀」宝亀 5年 10月庚午条）、遠山村は蝦夷の重要拠点であっ

たことが察せられるが、 トオヤマートヨマという 音の類似から現在の宮城県登米（トヨマ）町

に比定されている。登米は海道に属するから、遠山村の蝦夷は、海道の蝦夷の有力な集団

の一つであったとみてよいであろう。

その後、宝亀 8年 (777)ごろまでは、律令国家は山道・海道双方の蝦夷に攻撃を加えて

いるが、宝亀 11年 (780)になると「海道は漸（ヤヤ）遠くして、来り犯すに便無し。山賊は居

近くして、隙（スキ）を伺（ウカが）いて来り犯す。遂に伐撥（ウチハう）わずば、その勢更に強けん。

覚繁（カクベッ）城を造りて胆沢の地を得べし」という勅が出されていて（『続日本紀』宝亀

十一年二月丁酉条）、このころには海道の蝦夷の中心拠点はかなり遠方に移っており（三

陸方面か）、その攻撃も下火になっていたことがうかがわれる。海道の蝦夷の主力は、お

そらくこのころまでにほぼ制圧されたのであろう。これ以降、中央政府の攻撃は、もっぱ

ら山道の蝦夷の中心勢力である胆沢の蝦夷に向けられることになるのである。

38年戦争も終わりに近づいた弘仁元年 (8IO)の冬、渡嶋（リタリシマ）の蝦夷 200人余が陸奥

国気仙郡に来着するということがあった（「日本後紀」弘仁元年 IO月甲午条）。これが気

仙郡の初見史料である 。気仙郡の建郡時期は不明であるが、おそらく胆沢地域が制圧され

る延暦 20年(801)までに海道の郡として新たにおかれたのであろう。

おわりに

海道の蝦夷と山道の蝦夷は、陸奥の蝦夷の 2大勢力であったが、その生業はかなり異な

っていたとみられる。 山道の蝦夷が稲作農耕を基盤としながらも 、馬飼や伝統的な狩猟に

も一定の比重をおいていたとみられるのに対して、海道の蝦夷は、稲作農耕ももちろん行

っていたが、それに加えて漁榜や採集がかなりのウエイトを占めていたのではないかと推

測される 。また両方の蝦夷とも 北方交易をさかんに行っていたとみられる。とくに海道の

蝦夷に関しては文献史料が非常にとぼしいので、今後の考古学的な調査・研究の進展に期

待したい。
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冗 (645
大化 3(647) 
大化 4(648) 
斉明 4(658) 
持統 8(694) 
大宝元 (701)
和銅元 (708)
禾D乱同 2 (709) 
禾D含屑 3 (710) 
禾D合屑 5 (712) 
霊亀元 (715)

伍
神亀元 (724)
神亀元 (724)

天平 5(733) 
天平 9(737) 

天嗜宝元 (749) 

罰天平宝字 6 (762) 
攣雲元 (767)
宝亀 5(774) 

宝亀11(780) 

延暦 3(784) 
延暦 8(789) 
延暦13(794) 

東北古代史略年表

浮足柵を造万。
磐舟柵を造る。
阿倍比羅夫が本州北部・北海道に遠征を行う (~660)

越後国に出羽郡を建置する。
出羽の蝦夷、反乱を起こす。

出羽国建置。
蝦夷須賀君古麻比留ら、閑村に郡家を建てたいと請い、
許される。
石城• 石背両国を陸奥国から分置する。 (724ごろ鹿止）

陸奥の蝦夷、反乱を起こし、按察使を殺、,0 

陸奥の海道の蝦夷、反乱を起こし、陸奥大橡を殺す。
大け東人、多賀城を創建する（多賀城碑）。
にのころ、陸奥国に玉造・色麻• 新田・牡鹿などの柵

を造営）
出羽柵を秋田村高清水岡に遷す。
大野東人、多賀城・出羽柵間の連絡路を開設しようとす
るが、途中で断念する。
陸奥国小田郡より産出した黄金を献上。

桃生城 ・雄勝城を造る。
藤原朝蜀、多賀城を修造する（多賀城碑）。
伊治城を造る。
海道の蝦夷反乱を起こし、桃生城を焼き討ちする (38年
戦争勃発）。
伊治公砦麻呂反乱を起こし、按察使らを殺して多賀城を
焼き討ちする。

征討軍、蝦夷の族長アテルイと戦い、大敗する。
征夷大将軍大伴弟麻呂• 副将軍坂上田村麻呂ら、蝦夷征
討を行い、戦果をあげる。

延暦20cso1) I征夷大将軍坂上田村麻呂ら、蝦夷征討を行い、胆沢地域
の制圧に成功する。

闘且闘腐iI塁塁塁t麟
延暦24(805) 参議藤原緒嗣と参議菅野真道が殿上で天下の徳政を相論

し、桓武天皇は緒嗣の意見に賛同して征夷と造都の中止

払 'I二元 (810) 瓢贔。余人が陸奥国気仙郡に来着し、翌春までの
滞在を許される

弘仁 2(811) 陸奥国に和我．臨縫・ 斯波の 3郡を置く 。
弘仁 2csu) I征夷将軍文室綿麻呂ら、爾薩体 ・幣伊2村の蝦夷を討つ

(38年戦争終結） 。
弘「 3(812) 徳丹城を造る。
承和3(836)- Iこのころ、陸奥国奥郡（北上川中流域）周辺で伴囚の騒

斉衡2(855)乱が相つ ぐ。
元慶 2(878) 秋田城下の1判囚反乱を起こし、秋田城を焼き討ちする（元

慶の乱）。
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小泉遺跡とその周辺

1 はじめに

陸前高田市教育委員会

佐藤正彦

東北の太平洋沿岸における蝦夷対策の歴史観を大きく改変する可能性のある小泉遺跡は、ごく最近、

その重要性が指摘されたに過ぎず、資料不足等相まって、今まさ に、 研究が始まろうと している段階で

ある。

小泉遺跡の記念すべき発見は、昭和 55年に遡る。当時、小泉地区の水田の圃場整備により 水路が作

られ、地表より 25cm---...,40 cmの水路の断面より水に洗われ多量の土師器・須恵器が出土した。この遺跡

の第一発見者は、高田町字法量在住の岡田安夫・ 敦子親子である。当時小学生であった岡田敦子さんが

毎日水路中より土師器・ 須恵器を採集し、昭和 55年 4月 15日に、 陸前高田市立博物館にその資料を持

ち込んだ。その中に墨書土器が含まれていたことから、小泉遺跡の重要性が周知されるに至った。つい

で、 4月 20日、佐藤が現地調査を行い、遺物を採集したが、水田の圃場整備は既に完了している状況

であり、地表下 25cm---...,40 cmの箇所に遺物包含層があることから、水田の耕作により破壊される可能性

が少ないと判断した。よって、水路中に現れた遺物の採集を岡田親子依頼し、博物館と しては時々現地

を確認する程度に留め、特に発掘調査は実施しなかった。なお、水路は同年のうちに、土砂の流入によ

り、埋没してしまい遺物の採集は困難な状況になった。

平成 10年 2月、市建設課より市道中長砂荒沢線の改良工事に伴い、埋没した水路付近に歩道を新設

する旨の計画が持ち出され、平成 11年 4月 28日付けで、文化財保護法 57条の3第 1項によ り「市道

中長砂荒沢線改良舗装工事の実施に伴う埋蔵文化財発掘の通知について」が市教育委員会に提出された。

市教育委員会では、同年 5月 7日付け陸高教社第 27号で、「埋蔵文化財発掘の通知」を文化庁に進達し、

同年 5月 27日付け教文第 7-28号で、発掘調査の指示の回答がなされた。そのため、平成 11年 11月

16日---...,22日まで発掘調査を実施し、墨書土器を含め 57cm X 38.5 cm X 13 cmのコンテナで 19箱の土師

器 ・須恵器を得た。その後、出士資料の整理がなされ、資料の中に「厨」等の墨書土器が含まれていた

ことにより 、小泉遺跡の重要性が再認識され、今回のシンポジウムに至った訳であるが、遺跡の全容に

ついては依然不明のままであり 、いずれ時期をみて、その解明にあた りたい。

なお、出士した資料の整理にあたっては、法政大学の中野栄夫氏や盛岡市中央公民館八木光則氏 • 水

沢市埋蔵文化財調査センター伊藤博幸氏•水沢市教育委員会高橋千晶氏・岩手大学樋口知志氏・東北芸

術工科大学村木志伸氏ほか多くの方々の協力を得た。ここに記して感謝申し上げる次第である。

2 小泉遺跡と周辺の遺跡（第 1 図• 第 1表）

陸前高田市には、消滅したものを含め 220ヶ所を超える遺跡があ り、小泉遺跡の所在する高田町と隣

接する米崎町では、縄文時代の遺跡を含め計 57ヶ所の遺跡が確認されている。

これらの遺跡は、氷上山より 南に延びる丘陵上の標裔約 100m以下の地点に立地してお り、 現在、市

街地のある高田平野のような低地帯には、小泉遺跡を除くとほと んど遺跡の立地は見られない。

小泉遺跡の周辺には、前述 した 57遺跡のうち、古代の遺跡として 17遺跡が知られている。（第 1図

26,--..,36、41,--..,47) このうち、これまで発掘調査の行われた遺跡は、小泉遺跡の西側約 1kmの地点にあ

る貝畑貝塚(27)のみである。貝畑貝塚からは、9世紀から10世紀にかけての集落の跡が見つかっている。

なお、市内における、古代の遺跡の発掘例は後述のとおり 5遺跡のみである。

陸前高田市における奈良 • 平安時代の遺跡の立地を考える上で、氷上山を中心と した金山との関連を

考えるのは重要なことと思われる。氷上山には衣太手神社・ 登奈孝志神社 ・理訓許段神社の延喜式内三
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社が鎮座し、高田町西和野には、その仮宮である氷上神社があり 、氷上神社を中心に本市が開けてきた

ことが推測できる。また、前九年の役に登場する金一族についても、未だその本拠地は不明であるが、

氷上山等の金山の支配権をも とに、その勢力基盤を維持してきたものと思われ、 水上山麓における奈

良 • 平安時代の集落の変遷は木市の成り立ちを考える上で重要である。

また、豊富な海産物を基にした交易も忘れてはなるまい。天然ガキを盛んに捕っていた古代の貝塚の

館貝塚(47)、時期不明ではあるが下しアワビの生産地と思われる岩倉貝塚（広田町） 、古代の製塩遺跡で

ある大陽崎遺跡 (59)等、洵片ならではの遺跡が市内に立地する。

「厨」と書かれた墨書士器の出土は、蝦夷対策を目的とした官術の存在の可能性を秘めているだけで

はなく、金や海産物等の流通の拠点としての可能性を示唆していると思われ、 今後は、小泉遺跡本体の

解明と共に、周辺遺跡の詳細についての把握が必要であろう。

第 1図 陸前高田市内における奈良• 平安時代の遺跡分布図

北濤四
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第 1表 陸前高田市内におおける奈良• 平安時代の遺跡一覧

NO 遺跡名 所在地 遺跡コートS 遺構 ・遺物 備 考

1 祝洞口古墳 矢作町字的場 NF34-2214 人骨 女性 20~30 代

2 愛宕下遺跡 II 字二又 NF55-2025 土師器・ 蕨手刀 ＝畑中遺跡

3 山崎 I遺跡 II 字山崎 NF65—叫0 士師器 ＝山崎遺跡、昭和 58調

査

4 梅木遺跡 II 字梅木 NF65-0250 土師器・須恵器

5 女神涸穴遺跡 ＂ 字信内 NF65-0158 土師器・鈷頭

6 八戸沢遺跡 横田町字志田実 NF46-0125 土師器

7 釘の子 I遺跡 ＂ 字釘の子 NF46-0158 土師器 ・須恵器

8 釘の子II遺跡 II 字釘の子 NF46-0l 77 土師器， 釘の子IV遺跡 II 字釘の子 NF46・ — 184 竪穴住居 1 ＝百目木遺跡、昭和 57

調査

10 長徳寺遺跡 JI 字三 日市 NF46-1189 土師器

11 友沼m遺跡 }} 字友沼 NF46-2118 竪穴住居 平成元年調査

12 西宿遺跡 II 字西宿 NF46-2240 士師器

13 山田遺跡 II 字西宿 NF46-2214 土師器 ・須恵器

14 沼田角地遺跡 }} 字袋沢 須恵器 地名表未記載

15 上壷 I遺跡 竹駒町字上壷 NF56-0304 土師器

16 下壷II遺跡 II 字下壷 NF56-0285 土師器 ・須恵器

17 新田遺跡 ＂ 字新田 NF56-0395 土師器・ 須恵器

18 矢崎遺跡 II 字館 土師器 地名表未記載

19 軍見洞遺跡 II 字館 NF56-2311 土師器 • 青銅製鍋

20 細根沢遺跡 ＂ 字細根沢 NF56-2315 土師器 • 須恵器

21 細根沢石塚 ＂ 字細根沢 NF56-2314 土師器

22 坊寺遺跡 II 字坊寺 NF57-1067 土師器 ・須恵器

23 滝の里 I遺跡 ＂ 字滝の里 NF57-1087 土師器 ・須恵器

24 滝の里JJ遺跡 ＂ 字滝の里 NF57-1077 土師器

25 相川 I遺跡 II 字相川 NF57-2045 土師 ・須恵 ・竪穴

26 小森前遺跡 高田町字西和野 NF57-2197 須恵器

27 貝畑貝塚 II 字下和野 NF67-0147 竪穴住居

28 中和野遺跡 II 字中和野 土師器

29 西和野IlI遺跡 ” 字西和野 NF57-2260 土師器

30 西和野II遺跡 II 字西和野 NF57-2189 士師器

31 西和野遺跡 }} 字西和野 NF67-0155 土師器 ・須恵器

32 西館遺跡 II 字大石 NF67-0089 士師器・ 須恵器

33 豆の通遺跡 JI 字荒沢 NF67-0239 土師器 ・須恵器

34 山苗代遺跡 I} 字山苗代 NF67-0258 土師器 ・須恵器

35 小泉遺跡 JI 字法量 士師器 ・須恵器

36 豊石遺跡 II 字大石 士師器 地名表末記載

37 神崎遺跡 気仙町字神崎 NF66-0368 士師器

38 中ケ谷遺跡 II 字今泉 土師器 地名表末記載
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39 入コ沢遺跡 気仙町字神崎 土師器 地名表未記載

40 牧田貝塚 II 字牧田 NF76-1315 土師器

41 野沢 I遺跡 米崎町字野沢 NF67-0328 土師器

42 野沢遺跡 JI 字野沢 土師器 ・須恵器 地名表末記載

43 清水遺跡 II 字糠塚沢 上師器・須恵器 地名表未記載

44 高畑山遺跡 ＂ 字糠塚沢 土師器・須恵器 地名表末記載

45 西の沢遺跡 II 字糠塚沢 NF67-0359 土師器 ・須恵器 地名表未記載

46 川崎遺跡 ＂ 字川崎 土師器

47 館貝塚 II 字館 NF67-2379 土師器・ 須恵器

48 若荷遺跡 小友町字若荷 須恵器 地名表未記載

49 岩井沢II遺跡 II 字岩井沢 NF68-2230 須恵器・蕨手刀

50 松山 II遺跡 ＂ 字松山前 NF68-2270 土師器・須恵器

51 谷地館跡遺跡 JI 字谷地館 NF79-1020 土師器

52 梅の木遺跡 II 字塩谷 須恵器 地名表末記載

53 久保貝塚 NF65 須恵器 ＝畑尻貝塚

54 小長洞遺跡 広田町字長洞 NF78-2315 士師器

55 袖野 I遺跡 ＂ 字袖野 NF78-2239 土師器

56 小屋敷遺跡 ＂ 字小屋敷 NF?S-2361 土師器

57 平畑 I II 字平畑 土師器 地名表未記載

58 大陽貝塚 II 字大陽 NF78-2194 土師器

59 大間里遺跡 JI 字大陽里 NF88-0125 製塩士器

60 中沢浜貝塚 II 字中沢 NF88-1298 土師器・ 須恵器

61 黒崎遺跡 II 字黒崎 NF89-2104 土師器

＊備考において地名表未記載とあるものは岩手県遺跡台帳に未記載のもので、「遺跡を尋ねて」「気仙

の遺跡II」に記載されているが、遺跡の位置が不明のものである。なお、「遺跡を尋ねて」は陸前高

田市出身の及川千代松氏によって著された気仙地区の遺跡地名表で、「気仙の遺跡IIJは及川氏採集

の資料のうち陸前高田市・住田町分を紹介したものである。

• 「遺跡を尋ねて」及川千代松 昭和 37年 1月 大船渡市教育委員会社教シ リーズ第 13集

・「気仙の遺跡 II ー陸前高田市・住田町の各遺跡出土品一」 平成 11年 3月 大船渡市立博物館

3 陸前高田市における土師器の時代（第 2表、写真 1)

陸前高田市の士師器の変遷は、細谷英男氏によって「陸前高田市史 第 2巻 地質 ・考古編 平成6

年」 (p269,...__,272) に詳しく述べられていか以下、市史より 転載する。なお、転載についで快諾を頂

いた氏に心より感謝申し上げる次第である。

「気仙地方で最も古い土師器といわれるものに二重口縁の小型壷がある。壷は器厚が薄く 、内外面とも

色調は朱色を呈する精製土器で、塩釜式に属する古式土師器であるが、出土地が明らかとなっ てお らず

惜しまれる。 （写真 1- 1) 

この小型壷に続く古手の上師器は、陸前高田市立第一中学校の校庭南側の壁から出土したといわれる

片日壺がある。ほぼ完形のこの壷は、口縁部が直線的に「ハ」の字状に開き肩部に一段をもつ丸底の壷

である。時期的には栗囲式に属している。また、片 L」はこの時期にのみ見られる特異な土器といわれて

し、な （写真 1- 2) 

この片口壺の土器に後続するのが、高田町小泉遺跡から出土した一群の土師器である。・・• 中略 ・・
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出土した土師器は坪を主体とし、なかには、八世紀中葉から後半にかけての国分寺下層式に相当するや

や古い型のものも含まれていた。これらの坪は、 ロクロ未使用で内面は黒色処理されている。また、全

般にやや小型で体部中央付近に一本の沈線をめぐら しているのが特色といえる。（写真 1-3)・ ・ ・ 中

略 ・・・

次に、市内で土師器の遺跡数が多くなるのは、 表杉ノ入式期に相当するもので、発見された遺跡は九

遺跡を数え、この時期に急速に集落が増えたよ うである。

横田町友沼遺跡は、ちょうどこの表杉ノ入式の土師器を伴う遺跡で調査の結果、六棟の竪穴住屈跡を

検出している。住居跡からは土師器の杯、甕を主体とした遺物が発見されている。坪はすべてロクロを

使用し、底部の切り離しは回転糸切法を採用していた。また、 内面の処理は丹念にヘラミガキをし、さ

らに黒色処理をした一群と、ミガキをせず黒色処罪したもの、 そして ミガキも黒色処理もしない群に分

けられそうである。住居跡に伴う土師器は、 一般に黒色処理されたものの方がやや優勢である。

高台付の坪には、ロクロ使用のものと未使川の両力があり各 1点ずつ出土している。

甕は一般に小型で、内外面をヘラケズリしたもので占められ、 ロクロ使用のおの三点認められてい

る。 ・・・ 中略・ ・・

貝畑貝塚からは、いずれもロクロ使用した士師器が出士しており、ほぼ九世紀から十世紀ごろの比較

的新しい時期の遺跡であることが分かった。」

以上が陸前高田市における士師器の時代の概要であるが、発掘調査によって士師器の伴う遺構が発見

された遺跡は、釘の子w遺跡・友沼田遺跡・ 貝畑貝塚 ・袖野貝塚 • 中沢浜貝塚の5遺跡で、中沢浜貝塚

以外の遺跡からは竪穴住居が発見されているが、調査例が乏しく、詳細についての調査は今後の課題で

ある。なお、須恵器については出士例に乏しく 割愛する。

写真 1 陸前高田市出土の土師器

写1-1 古墳時代・碗形土器 写 1-2 土師器広口壷 （有段）

（高田第一中学校グラン ド出士）

写1-3 土師器坪 写1-4 土 師 器 坪

（高田町小泉遺跡出士） （高田町貝畑貝塚出土）＇
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第 2表 土師器編年表

時 期 I東北地方の形式
＇期 群

岩手県 気仙 地 方

主な遺跡

5世紀（前半） I塩釜式

5世紀（後半） 1 南小泉式

I -1群 I水沢市高山遺跡

水沢市西大畑遺跡

盛岡市永福寺裏山遺跡

I -2群 I江釣子村猫谷地遺跡

6世紀 引田式 I -3群 水沢市西大畑遺跡

（南小泉式～引田 水沢市面塚遺跡

式） 水沢市膳性遺跡

7世紀後半~　栗囲式

8世紀初頭

8世紀中,..___, I国分寺下層式

後半

9世紀前半~　国分寺上層式

後半

9世紀～

10世紀

表杉入式

II -1群 1水沢市今泉遺跡

金ヶ崎町上餅田遺跡

二戸市堀野遺跡

二戸市上田面遺跡

野田村上明内遺跡

水沢市膳性遺跡

水沢市玉貫遺跡

江釣子村猫谷地遺跡

II-2群 1水沢市石田遺跡

都南村百目木遺跡

岩手町仙波堤遺跡

岩手町今松遺跡

二戸市長瀬B遺跡

二戸市中曽根II遺跡

一戸町北館A遺跡

一戸町上野D遺跡

久慈市山屋敷遺跡

久慈市上新山遺跡

宮古市狐崎遺跡

IIIー 1群 1江刺市宮地遺跡

江刺市力石遺跡

胆沢城

紫波城

古館駅前遺跡

杉ノ上II遺跡

IIIー 2群 I江刺市落合II遺跡

江刺市鴻ノ巣館遺跡

北上市相去遺跡

都南村下羽場遺跡

一戸町田中4遺跡

一戸町北館B遺跡

二戸市火行塚遺跡

二戸市中曽根II遺跡

陸前高田市立第一中学校

遺跡 （方口壺）

陸前高田市小泉遺跡

大船渡市清水貝塚

陸前高田市釘の子IV遺跡

II 友沼m遺跡

II 西宿遺跡

II 中沢浜貝塚

II 神崎遺跡

I

I

I

I

 

I

I

 

貝畑貝塚

小泉遺跡

川内遺跡
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第 2表 土師器編年表

9世紀～ 表杉入式 III- 2群 松尾村野獣遺跡 II 山崎遺跡

10世紀 松尾村長和屋敷遺跡 大船渡市名高根遺跡

安代町扇畑遺跡

野田村中平遺跡

宮古市赤前遺跡

11世紀 表杉入式～ w群 江刺市兎Il遺跡

国分寺式C類 江刺市力石遺跡

金ヶ崎町鳥海B遺跡

西根遺跡

安代町扇畑遺跡

安代町上の＼渭遺跡

一戸町子守A遺跡

陸前高田市史第一巻 「地質 ・考古編」より（一部加筆）

4 小泉遺跡について

(1) 遺跡の位置と環境• 発掘箇所 （第 2 図• 第 3図）

小泉遺跡は、岩手県陸前高田市高田町字法量地区に所在し、JR大船渡線睦荊高田駅から、東北東方

向に約 1.7kmの地点にある。（注 1)

陸前高田市は、岩手県の東南端の、東経 141°44' ,..___,141°28'、北緯 38°56',..___,39°07'の範囲

にあり、宮城県と隣接している。市境は、南は宮城県本吉郡唐桑町及び気仙沼市と 、西は岩手県東磐井

郡大東町、北は同気仙郡住田町、東は同大船渡市と隣接し、 東南は太平洋に面 している。なお、 「気仙」

という地名は、その時代によ り領域を異にしているが、現在使用される場合は、 陸前高田市 ・大船渡市 ・

住田町の領域を指す場合が多い。

地勢を概観すると、周辺の海岸線は、リ アス式海岸特有の複雑な鋸歯状の海岸線をなし、陸前高田市

においては、市域の東側に位置する広田半島が南東方向の太平洋に大きく突き 出し、半島の西方には、

湾口部約 3.5km、湾奥まで約 7kmの逆U字状の広田湾を形作っている。この広田湾の湾奥部には、住

田町北境の土倉峠に源を発し、 北上高地の山並みを南流する総延長 40kmの気仙川と 、遺跡地内を南流

する小泉川や、浜田川等の小河川が注ぎ、河口部に沖積層の低地帯や、岩手県最大の汽水湖である古川

沼を形作 り、低地帯には現在市街地が形成されている。

市街地の周辺には北上高地の東南部にあたる氷上山 (874.7m), 箱根山 (446.Sm), 原台山 (897.7

m)などの山々がそびえ、氷上山には延喜式の三内社が祀られていることで知られる。北上高地の山並

みは、場所によ っては緩やかに傾斜しなが ら洵岸線までせり出 して小半島を形成する。その一例として、

遺跡の東南には、戦国時代の巻西家家臣浜田氏の居城のあった米ヶ崎がある。

遺跡は、 氷上山より 南に伸びる丘陵に挟まれた、小泉川が開析した海抜 10m程の低地帯にある。現在

の地目は水田や市道 ・神社であるが、近年では斤陵周縁の宅地化が進行している状況にあるC

調査では、市道中長砂流沢線改良舗装工事に伴う歩道設置予定箇所の うち、法星神社へ通じる農道と

の交差点の法面下の用水路と水田部分に、市道に平行させ 5lTl四方のグリットを設定し、交差点付近を

Alグリ ットとし5mごとに区切 り、 法面下より幅 1.2m・長さ 39m・面積約 42niを手掘 りで掘り 下げ

た。さらに交差点より南側に 90m離れた地点(Al8)と、 その北側の A9,..___,Al8の間の 2箇所をパワーシ

ャベルで掘り 下げた。なお、 パワーシャベルで掘 り下げた部分からは遺物は全く 出土していない。

注 1 小泉遺跡は、現在、水[Hfに埋没 しており 、その範囲は全く不明の状況にあ り、ここで言う 、遺

跡の地点と は、発掘調査を実施し、瑣物の包含を確認 した箇所をさす。
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(2) 層位（第 4図）

発掘区は、市道中長砂荒沢線に沿った西側部分のかつて水路のあった箇所である。土層は、 比較的単

純な堆積状況を呈している。iffi:抜は各層 とも 9m------9.Gmの範囲に含まれる。図示 した層序は、最大の層

厚を測る AGグリットの西壁を模式的に表したものである。基本的な層区分は以Fのとおりである。

l層 表士。層厚 10~20 cmで、撹乱が著しい。色調は 7.5YR3/4褐色である。

炭化物 ・焼土 ・礫・遺物を含まず、粘性は見られず、貞砂を含んでいる。

固さは柔らかい。

2婿 色調は 7.5YR3/5にぶい褐色である。発掘区令面には広がらず、層の堆

積は途切れがちである。西壁セクションでは A:3・J¥4・A6グリットの

みで観察した。A2グリ ッ トにおいても2層としたものがあるが、A3以

降の層で 2層としたものと同一のものか疑問が残る。層は、焼土 ・礫は

見られないが、 炭化物を含み、遺物を多く含んでいる。上中に真砂を含

み、粘性は見られず柔らかい。

3層 色調は 7.5YR2/2黒褐色である。層厚は、A6グリッ トで最大 20cmを測

る。層は A6・A7グリ ットで厚く堆積しているが、 A5グリッ トでは薄く

なり、 A3・A4グリットでは西壁セクションには出ない。また、A2グリ

ッ トでは検出していない。層は、焼土は見られないが、炭化物 ・礫を含

み、遺物を多く含んでいる。 士中に真砂を若干含んでいるが、粘性を有

し固い。

4層 色調は 7.5YR7/l黒色である。層厚は A6グリットで最大 20cm を測る。

A:3~A7 グリ ットに広がる。 遺物を含ま ない層である 。 層は、炭化物 ・

礫を含むが、焼土は見られない。土中に真砂を若干含むが粘性を有し、

固さはやや柔らかい。

5 J祠 色調は 7.5YR6/l褐灰色である。層の広がり は狭く、 A5・A6グリットのみで部分的に検出した

層である。層厚は i¥6グリットで最大 10cm を測る。炭化物 ・焼土を含まず、少量の土器と礫 ・

砂を多く含んでおり 二次堆積と思われる層である。粘性は無く柔らかい。

6層 色調は 7.5YR7/l黒色である。層の厚さは非常に厚く 、20cm ほど掘 り下げる とグライ化してい

る。発掘区全面に広がる。炭化物 ・焼士 ・遺物を含まず、粘性を有しやや柔らかい。なお、パワ

ーシャベルによる掘り下げによって、この 6層は lm以上に堆積していることが判明してお り、

無遺物層であることから、 発掘底面として扱っている C

ー

2
 

3
 

4
 

6
 

第 4図基本層序

(3) 出土遺物

小泉遺跡からの出士遺物は、 須恵器 • 土師器 ・ 赤焼士器 ・ 土製品 ・ 石器 • 鉄製晶 ・植物遺存体がある

が、現在整理中であるため、 全容を把握しているとは言い難く、土製品 ・ 石器• 鉄製品・植物遺存体は

割愛する,.

須恵器 ・士師器 ・赤焼土器は、昭和 55年の表採資料及び平成 11年の発掘調査を含め、 57cmX38.5 

cm x 1:3 cmのコンテナで19箱が出士している。器種は、坏• 大甕 ・ 甕 • 小型甕 ．壷があり 、現段階で把

握している各器種の出士状況を第 3表に表 したが、坪が最も多く出士しており 、全体の 55.85%を占め、

次いで甕が42.43%で、大甕．壷• 小型甕は非常に少ない。

坪は、 小片を含め 3,:397,点出上してお り、 ほとんどが暁轄使用のもので、微量ではあるが輔櫨末使用

のもの（一部は 8世紀後菓）を含む。層位的には暁櫨使用のものと 同一の層からの出上である。坪は、

須忠器 ・ 士師器 • 赤焼士器があり 、須恵器が 1, l ;36点で全体の3:J.44%、士師器が 1,7!)7点で全体の52.94%、

亦焼上器が 163点で 13.62%である。
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第 3表 器種ごと出土状況

器種 種 別 須恵器 土師器 非饒輯士師 赤焼士器 計 出土率

黒年圭自 56 46 1 6 109 

線刻 1 2 3 

転用硯 6 1 7 

ヘラ記号 5 5 

゜
10 

計測個体 124 223 40 387 

坪類 ／」ヽ ロ緑部 424 493 32 949 55.85% 

片 体部 413 708 25 1,146 

底部 83 99 32 214 

未分類 24 220 328 572 

小計 1,136 1,797 463 3,397 

出土率 33.44% 52.94% 13.62% 

大甕 44 44 0.72% 

ロ縁部 277 171 41 489 

体部 1,993 1,993 
甕

底部
42.43% 

99 99 

小計 277 2,263 41 2,581 

壷 17 17 0.28% 

ロ縁部 32 32 

小型壷 底部 3 8 11 0.71% 

小 計 3 40 43 

＊線刻では 1点が、転用硯では 3点が、ヘラ記号では 5点が墨書と重複している。

＊甕類については、 輔髄成形のものを赤焼七器、非輛饂のものを土師器としている。

坪の底部の切り離しは、須恵器では、 llO点

のうち糸切が 89点 (80.90%) で、次いでヘラ

切が 18点 (16.36%) で、調整されたもの（再

調整によ り糸切痕・ヘラ切痕を残さないもの）

は l点で回転ケズリによ って体部下端から底部

全面にかけて削られている。糸切によるものにも

4点再調整がされたものが見られ、体部下端から

底面全面が匝転ケズリされるもの 2点、底面全

面が手持ちケズリされるもの 2点がある。

上師器では、糸切が 102点 (58.62%) と、

調幣されたものが 68点 (:39.08%)あり、 ヘラ

切は見られない。調整されたものでは、回転ケズ

第 4表 坪の底部切り離し状況

技法 須恵器 土師器 赤焼士器 言I・

糸切 89(4) 102(64) 23(8) 214 

ヘラ切 18 

゜
1 19 

調整 1 68 13 82 

摩滅 2 4 

゜
6 

言十 llO 174 37 321 

※再調整によって糸切痕 • ヘラ切痕を残さないものを調

整とした。再調整を有するもので糸切痕 • ヘラ切痕を

残すものは糸切 • ヘラ切に含め、その数を（）で表した。

リによるものが 19点、 手持ちケズ リによるものが 48点、 1点は不明である。糸切によるものには 64

点再調整されたものが見られ、 回転ケズ リ・手持ちケズリによって体部下端から底部全面あるいは底部

全面が再調整されるもの 16 点、体部下端から底面周縁 （回転 11 点• 手持ち 6点） ・体部下端（回転 8

点 • 手持ち 17点）・底面周縁（手持ち 5点）と、 再調整箇所は様々である。

赤焼上器は、糸切が 23点 (62.16%) と、ケラ切 l点 (2.7%)、調整 13点 (:35.13%)がある。再調

整は、体部下端のみ調整が施されるもの 6点、体部下端から底面全面に施されるもの 8点、底面全面の

ものが 2点ある。体部下端のみ調整が施されるものは、すべて回転ケズリによる。

甕は、須恵器が 277点 (10.73%)、士師器・ 赤焼士器が 2,:304点 (89.26%) である、。士師器 ・赤焼

土器は、非暁鑢のものを土師器、暁櫨使用のものを赤焼士器として分類しているが、口縁部資料を比較

すると、土師器 ：赤焼上器が 4: 1 の割合で出上 して い る 。 出土した実測可能個休は土師器 2 点 • 赤焼

l点と少ない6 器形は、ともに体部はあまり膨らまず、十師器 1点と赤焼士器 ］，点は、口縁部で最大幅
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を測り、他の上師器 1点は体部で最大幅を測る。調整は、上師器のうち 1点は、内外面とも口縁にはヨ

コナデ、体部にはハケメを有し、他の 1点は口縁の内外而ともヨコナデが施され、 体部では外面にミガ

キを有している。

大甕 • 曲 ・小型甕は、出土量が少なく割愛する。なお、大甕の 1点は、昭和 55年に、発掘調査を実

施した箇所から南西に 50m離れた水田よ り採集したもので、 小泉遺跡の範囲を考える上で重要な情報

と思われる n

(4) 墨書土器

墨書土器は、 119点出土しており、すべて坪に書かれたものである。内訳は、須恵器 60点、土師器

46点、赤焼土器 6点である。墨書の書かれた位置は、すべて外側で、体部に墨書を有するもの 73点、

底部に隈書を有するもの 30点、体部 ・底部の両方に墨書を有する もの 6点である。文字については、

村木氏の項を参照されたい。なお、巻末に墨書士器の一覧表並びに墨書士器の一部の図面を掲載 した。

5 周辺の遺跡

(1) 発掘された奈良• 平安時代の遺跡

ア． 貝畑貝塚 （第5図～第 7図）

貝畑貝塚は、陸前高田市高田町字中和野地内の、小泉遺跡から丘陵を挟んで、西方向へ約 1kmの地

点にある。この遺跡は、 宅地造成に伴い、昭和 58・59年、平成 9年に 1,400面程が発掘調査され、

縄文時代の竪穴住居 24 棟• 平安時代の住居 10 棟• 住居状遺構 1基 ・配石遺構 2基 ・ピット約 130

基・炉跡 2基 ・エ房跡2基が確認されている。

第5図は、遺構配置図から古代の遺構のみを抽出したものである。遺構の分布は、時期差があると

思われるが、後述する友沼III遺跡と比べ、非常に密である。出土遺物は、 平成 9年分を除き、末整理

であるため詳細は不明であるが、各竪穴住居の概要について触れる。なお、竪穴住居の時期は 9------10

世紀と考えられている。

昭和 58年 ・59年発掘分

20号住居跡

隅丸方形で南西ー北東が約 4m、北西ー南東が約；1.7m。堅高 5_..___,15cm。周溝は北壁を除．＜ 三方

の墜際に巡り、床面は若f-であるが南東方向に傾斜している。カマドは北壁中央部に位置し、 右側

燃焼部側堅と煙道を検出したが、煙道の一部はピッ トによって切られる。燃焼部には厚さ 7cmほど

の焼土面を残している。

21号住居跡

長方形で南北 5m、東西 4.5mあり、 22号住居跡・ 23号住居跡を切っている。カマドは東壁中央

部に位置し、右側燃焼部のみを検出(• 床面に炭 ・焼十．が広がり 、焼失した住居の可能性がある。

22号住居跡

斗道形は不明。カマ ドは 21号住居跡に切られるものの、煙出し、煙道部が残存 している。

23号住居跡

長方形を呈 し、 東壁では南北 5m、東西 7m。 2 1 号住居に切 られる 。 壁高 16~24cm。 壁は比較

的急に立ち上がる。周溝が墜際に巡る。床面はほぼ平らで固 く締まる。カマ ドは検出されなかった

が、竪穴中央部において、煉瓦状に硬く締ま った焼上プロ ックが見つかっている。
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24号住居跡

}j形を足 し、 一辺 2.5m前後の小型のもの。カマドは北東壁中央に位置 し、 袖祁には芯材として

長さ 18.26cmの礫が据え られ、天井部に使用した長さ 14cmの角礫が残存ずる。煙道部の主軸方向

はN-26°-Eである。

25号住居跡

撹乱のため北東壁 ・南東墜は検出できなかったが方形を呈すると思われる。規模は北西壁では一

辺 7.5m。カマドは北西壁中央部に位憧する。袖部の左には、長さ56cm、幅 20cmの礫が芯材と し

て据えられ、煙出し部には石組が見られた。主軸方向はN-:34°-W である。

26号住居跡

27住居を切 り、 床面は 27号住居跡の埋士を掘り 込むため、床面には非常に硬く 締まった貼り床

が見られた。壁は一部のみ確認。残存する壁高は 12cm。

27号住居跡

ほぼ長方形で南北約 4m、東西 a.5m。北壁は末発掘区に広がる。壁高は 10cmほどで周溝は西壁

付近に巡る。

平成 9年発掘分

002-1住居

耕作による撹乱が著しく、一部壁を残すのみ。周溝が南•北 ・東に巡る。形状は隅丸方形と思わ

れ、規模は、北側周溝から西側周溝にかけて 6.4mであるて．遺物は、溝中よ り帷櫨未使用の杯の底

部片（有段）1点を得たに過ぎなし¥

G06-1 ピット （第 7 図 1 ~ 10)

ほとんどが末発掘区へと 広がっており、形状は不明。深さ 47cm。一部を掘 り下げたに過ぎない

が、非常に多くの遺物が出士している。その内訳は、土師器は、復元土器を含め 445点、 須恵器 9

点、 フイゴロ8点である。

1は轆轤使用の土師器の高台付坏で、内面には黒色処理が施されている。2~9は轆轤使用の土師

器の坏で内面に黒色処理が施されたものである。2·4·6~9は、底部が回転糸切によって切り離さ

れたもので、 7は底部周縁に、8は体部下端に手持ちケズリによる再調整が施され、他には再調整

が見られない。9では、体部から底部にかけて墨書が施 されるが文字は不明である。3・5は切り離

し後、3では底部全面に、5では体部下端から底部全面にかけて再調整が施されている。 10は非輔

盤の坪で内外に黒色処理が施されている。

H05-3 ピット （第 7 図 11~1:3)

形状は、ほぼ円形を呈する。規模は、開口部の直径は 12(km で、底部の径は 80cm程である。

深さは :10cm程で、埋土は、自然堆積である。

出十．遣物は、復元士器を含めて士師器 125点、須忠器 20点が出士している。11は帷櫨使用の士

師器の坪である。底部の切り離しは回転ヘラ切りにより 、体部下端にケズリによる再調整が施され

ているc, 12·13は須恵器の坏である。 12は完形の坪で、切り離しは回転糸切により、 底部周縁の

一部に再調幣が施されている。1:3は 「入万？ 」の型馘が施されている。
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第 5図 貝畑貝塚 古代の遺構配置図
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第 6図貝畑貝塚遺構配置図
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第 7図貝畑貝塚出土遺物
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G06-l、H05-3ピット出土遺物

G05-1、H05-3ピット出土土師器・須恵器

図版 遺構 器種 外面調節 内面調節 底部切離形体 備考 登録

第 7図一1 GOG・! ピット 高台付杯（士師器） ロクロ ヘラミガキ、黒色処理 330 

第 7図一2 GOG・! ピット 杯（士師器） ロクロ ヘラミガキ、黒色処理 回転糸切 331 

第 7図ー3 GOG・! ピット 杯（士師器） ロクロ ヘラミガキ、黒色処理 静止へら切 332 

第 7図ー4 GOG・! ピット 坪（土師器） ロクロ ヘラミガキ、黒色処理 回転糸切 333 

第 7図ー5 GOG・! ピット 坪（土師器） ロクロ、下部ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 静止ヘラ切 334 

第 7図-6 GOG・! ピット 坪（土師器） ロクロ へうミがキ、へうナデ黒色処理 回転糸切 335 

第 7図一7 GOG・! ビット 杯（土師器） ロクロ ヘラミガキ、黒色処理 回転糸切 336 

第 7図ー8 GOG・! ピット 坪（土師器） ロクロ、下部ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 回転糸切 337 

第 7図ー9 GOG・! ピット 坪（土師器） ろくろ ヘラミガキ｀黒色処理 回転糸切 墨苔あり 340 

第 7図ー10 G06・1ピット 坪（土師器） ヘラミガキ、黒色処理 ヘラミガキ、黒色処理 静止ヘラ切 343 

第 7図ー11 H05・3ピット 杯（土師器） ロクロ、下部ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 回転ヘラ切 338 

第 7図ー12 H05・3ピット 杯（須恵器） ロクロ ロクロ 回転糸切 339 

第 7図一13 H05・3ピット 坪（須恵器） ロクロ ロクロ 底部欠損 塵書あり 344 
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イ． 友沼m遺跡 （第 8図～第 11図）

友沼m遺跡は、陸前晶田市横田町字友沼地内の、気仙川左岸の氾濫原に面 した幅の狭い傾斜地に所

在する。この遺跡は、畑地の整備事業に伴い、 平成元年に緊急発掘調査が実施され 2,220可が調査さ

れ、 「友沼m遺跡」（吉田:1990) として纏め られている。調査の結果、9世紀から 10世紀にかけて

のものと思われる竪穴住居跡が 6棟検出された。以下、第 3号～第 6号竪穴住居を中心に、その概要

について報告書をもとに記載する。

（平面形） 隅丸方形あるいは正方形に近い。

（規 模）床面の一辺の長さによ って3m以下のもの 1棟 （第4号竪穴住居）、 3.3----3.Smのもの3棟（第

1号～第 3号竪穴仕居跡）、 4m以上のもの 1棟がある（第 6号竪穴住居）。

（主軸方向）N-37°,.__61°-Eの範囲内に 4棟（第 1号～第 4号竪穴住居） が収まり、第 5号及び第

6号竪穴住居は、 N-88°-E及びN-76° -Eが主軸方向。

（遺跡内における竪穴住居の配置）海抜 17,.__21m内の傾斜に対 し直交するよ うに設置。各竪穴住居間

は、 20----30mと離れる。

（貼り床）いずれの竪穴住居にも認められず。

（カマド）第 3 号 • 第 4 号 • 第 6号竪穴住居で検出。 東壁の南寄 り構築。数個の亜円礫や偏平な礫を据

え付けて袖部とし、その上に 1個の偏平な礫を渡して天井部 とし、燃焼部を形成する （第3号 ・

第4号竪穴住居）。煙道は、くり抜き式による。煙出部は、ほぼ垂直に掘られている。第3号

竪穴住居の旧設の煙道のみ、煙道部から煙出部にかけて段差を有している。

（貯蔵穴）カマ ドに向かって右脇すなわち南壁との間の床面にあ り。形状は楕円形プラン。

（周 溝）第 3号竪穴仕居床面の北半分で検出。

（ピット）明確に柱穴として判断されるヒ ッ゚ トは、第 5号 ・第 6号竪穴住居の床面から検出 されたが、

第 1号,.__4号竪穴住居は判然としない。

（出土遺物）第 3号～第 6号竪穴住居出土遺物のみ

杯： 坏は、十師器•赤焼t器 ・須恵器があるが、須恵器は 1点のみである(73)。坪がかな りの割合

を占め出土している。一部、輔轄不使用のもの (33・48・74) も見られるが、ほとんどが帷纏使

用である。切り離しは判断できたすべてが回転糸切によ り、切り離し後、 体部下端が再調整され

ているもの (57・ 58)、体部下端から底部全面にかけて再調整されるもの(9)もある。内面が黒色

処理されている坪と黒色処理されていない坪の数は、 第 4号竪穴住居出士の坪のみ後者が多く 、

他の竪穴住居出土の坪は前者の方が多い。

高台付坪 ：第 3号竪穴住居から帷鑢使用(15)と、輔輯不使用(14)の各 1点が出土している。 ともに内

黒処理が施されていない。

甕 ： 輔糖使用が明 らかに認められるものは 3点ある。口縁部は、短くあるいは弱く外反し、体部に

叩き目は認められない。

広口壷：第 3号竪穴住居から、外面に格子状叩き具痕、内面に押さえ具痕を有するものが 1点出土し

ている。

鉄製品： 第 3号竪穴住居より 刀子 4点・ 鏃 3点 ・不明品 5点、第4号竪穴住居より不明品 l点、第 5

号 .6号竪穴住居より 絞具 1点 ・刀r-2点 ・釘 1点 ・不明品 5 点が出士 している 。 第 5 号 • 第 6

号竪穴住居出土品の不明品の内には、 錫杖と思われるものも出Lしている。鉄製品が多く出土し

た第 3号竪穴住居 と比較すると、出土品の内容が異な り竪穴住居の性格を考える上で興味深い。
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第 9図 友沼III遺跡検出遺構・出土遺物

第 3号竪穴住居跡出土土器一覧表

第 3号竪穴住居跡出土遺物
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ヽ
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N-J ．． 
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i
 

．＇ 
ー、 ・— 1 

番号 器檀 出土位置 口測径定底値径(m器)高
内 面調整 外面 調整 ． 考

〇縁部 体狐上半体葛下ギ 底 部 口縁部 佑墨上半体蕊下半底 部

9 lf P, 底部jl6.2 5 3 6 1 ヘ沢ガキ ヘう,.キ ヘうミJiキヘ"ガキへぅミガキ へうけfキ ヘ沢ガキ ヘう；ガキ コクロ成形。

10 " ” 1_4 6 5 5 5 4 " ロクOナデ 0クロtテ Oクロナデ ,,, ナデ aクロナテ ロクロtf回 り

II ,, 埋土中 17.8 - 45 ,, へうミガキ へう9ガキ ヘうしガキヘ'"キ “ 
12 " 煙出墨匠昴 - 53 231 - a'}ati' ロ'}Oナデ “ a如

13 " P, 底部 13 2 6 0 5 11ロ'JOナデ ロクatデ ” 
,, 0ク0ナデ ClクClナデ “ “ 

14 渦甘 埋 土 中 14 7 6 8 4 8 不明 不明 不明 不明 ナデ ナデ ナデ 不明 手ね内黒処翌贔厖。

15 n ” - 7 S 30 へ;; ガキ ヘぅiガキ ヘぅミ1Iキ 0クロナデ 0クOナデ

30 広口豆 床面ほか 221 - 12 5 Dクロナデ 柘,,u II'}ロナテ
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三

ム這= .. 

□三□

こ

二

第 4号竪穴住居跡出土遺物

第 4号竪穴住居跡

第 4-2表 第 4号竪穴住居跡 出土 土岩一覧衰

番号 器糧出土位置
測定fil(o,) 内 面 調整 外面潤整

口径底径器高口縁部佑昂上半佑冨P卜底部口縁部体葛上半体語Fギ底部
傭考

32 坪 表 採 11.6 - 4.2へ"ガキヘ9ミガキヘ9ミガキ ー ヘ'"デヘう"テヘうケズり 一

33 p, 底部 14S 65 5.0 , , , へぅミガキ,,,ナデ ナ' ttェ 不明

34 , 埋土中 15.2 - 31'''" ,,,, デ o?Off - n O?Otデ,,,ナデ ー

35'  - 47 46- n o?ot, - " 回細
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“”床面- - 10.l - - ,,,, デ不明
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第 10図 友沼Ill遺跡検出遺構・出土遺物
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第 11図 友沼III遺跡検出遺構・出土遺物
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(2) 陸前高田市出土の遺物

陸前高田市においては、古代の文字資料は、墨暑士器以外皆無であり、また、 古代の遺跡の発掘例も

乏しい。この時代の研究には、考古学的な発掘成果、他の地区に残る文献資料、伝承等の民俗事例等に

よって考察せざるを得ない。ここでは、直接的には、小泉遺跡とは関連を持たないかもしれないが、参

考資料として、古代から 中世初期における本市出士品で、重要なものについて触れる。

ア． 蕨手刀 （第 12医）

陸前高田市内からは、これまで三振りの蕨手刀が出士している。

岩井沢II遺跡 ・・ 陸前高田市小友町字若荷

昭和 36年(1961)、台地の開墾中に土師器を伴い毛抜型透蕨手刀 1振が出土。翌 37年 7月、大場磐

雄博七が現地踏査にあたり、割石数個と土師器片とを発見し、古墳の可能性を指摘。

三本松遺跡 ・・気仙町出士資料。場所不明。

昭和 37年 3月、敷地＿［事に際し古墳と思われる石囲いの中から出土。

愛宕下遺跡 ・・ 矢作町字愛宕下出土資料。場所不明。

第 12図 陸前高田市出土蕨手刀

第 l2図一I 小友町岩井iRil遺跡

c.. 一 .. ij 0 

笏 I2図ー2 気仙町 三本松遺跡

第 12-3 矢作町 愛宕下遺跡

盛岡市教育委日会 八木光則氏 実測

イ． 青銅製銚子（さしなべ）（第 13図・写真 2)

陸前高田市立博物館に、館所蔵資料である、市指定文化財「青銅製銚子」が展示してある。この青銅

製銚子は、昭和 31年 4月に陸前高田市竹駒町字大畑 21の佐々木孝人氏の北側裏山、通称軍見洞（ぐん

みぼら）と呼ばれる地区の、山裾の緩斜面を切り崩した際に土地造成現場から発見された。発見当時の

談によると、「 4~5 間の間隔で、 3 箇所に炉があった。最大 50 cmの石を用いて、コの字型の炉有り。

その周辺から 4・5個の土器が出土。へいしの大きさは大のもので 45cm、色は灰に赤みを帯びたもの。

炉の内部の焼土・灰は10~20cmで赤茶色n」ということであった。
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昭和 45年の陸前高田市立博物館発行の考古資料（其の一）には、青銅製銚子と一緒に出士したとさ

れる士師器の写真が掲載してある。（注 2) その写真を見るに、器種は坪で、体部中央付近に段を有す

るのが特徴であり、幾分古い様相を示しているように思われる。なお、考古資料（其の一）には以下の

ように記載してある。

• 土師器

・ 陸前高田市竹駒町軍見涸出土

土師器とよばれ内面には黒色の釉様のものがほどこされている。この土器とともに出士した青銅

の口付鍋からみても、若い年代の土器であることがわかるが、上部の軽い開き中央部の膨らみ下

部のすぼまりなど近代の器に通ずる点がある。

第 13図 軍見洞出土青銅製銚子 写真 2 軍見洞出土青銅製銚子

V¥
 ｀ 

，
 

◎

o
 

゜

10 

：翌

さしなぺ実測図（羽柴直人氏原図）

この青銅製銚子は、これまで二度の鑑定を受けている。

一回目は国学院大学の大場磐雄教授が実見され、「佐波理製で青銅片口鍋に柄の付いたもの。時代は

奈良時代か」と推定された。

二回目は昭和 60年に岩手県立博物館を通して奈良国立文化財研究所の士肥孝氏によって鑑定され、

「佐波理製ではないが柄を有する斜（さしなべ）で平安時代～鎌倉時代のもの、用途は祭器・儀器では

ないか」と推定され、岩手日報（昭和 61年 5月 28日）で以下のようにコメントしている。「青銅製さ

しなべは正倉院にあるだけで、ほぼ完全な形での出土例は全国的にも珍しい。青銅器の出土は関東以北

ではこれまで聞いたこともなく、同時に陸前高田市での出土に関心が大きい。京都から流れたものか、

どこで作られたものかなどの解明も今後の重要なことになる。」

なお、平成 8年 6月に群馬県新田郡尾島町小角田三ツ木皿沼遺跡の発掘中に、平安時代の竪穴住居跡

のかまど付近から銚子が発見されたことが、平成 8年 6月 22日付けの岩手日報夕刊で以下のように報

じられている。 「銅製で直径 18cm、高さ 6cm、重さ 460gで全体が薄く作られている。注ぎ口の片口部

にほぼ直交する部分に鋲が 1ヶ所残っており、数センチ離れた部分が半円形に欠けていることから、こ

こに把手が付けられていたものであろう 。」
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陸前高田市出士の銚子の大きさ

直径 20.5 cm 

厚さ（口縁部） 3.2 ffilll 

厚さ（体部） 2 llllll 

中央部の深さ 7.6 cm 

底径 18 cm前後

底部は緩やかな丸底状を呈している。

注 2 この士師器は、現在行方不明となっている。

ウ 鈷頭 （第 14図 ・15凶）

第 14図 開窟式離頭鈷頭

清水洞穴 女神洞穴

陸前高田市矢作町字梅木地内にある女神洞窟から、1点の離頭鈷頭が出士している。この離頭鈷頭は、

大正十四年 (1925) 、大山柏• 八幡一郎 ・小金井良精・ 長谷部言人 ・ 広瀬啓介 • 小田島禄郎によって行

われた発掘調査によって発見されたものであるが、残念なが ら戦災によ って焼失し現存していない。

離頭鈷頭は、大きく分けて開窟式離頭鈷頭と閉窯式離頭鈷頭がある。女神洞窟から出土した離頭鋸頭

は、開窯式離頭鈷頭（ー王寺型・袂入離頭鈷頭の名称もある）（注3) に分類される ものである。

一般的に、閉窃式離頭鈷頭はマグロ等の魚類の捕獲に用いられ、開窟式離頭鈷頭はアザラシ ・オット

セイ等の海棲哺乳類の捕獲に用いられたと言われる。その分布は、閉商式離頭鈷頭は仙台湾や三陸海岸

を中心とした地域で（縄文時代）、開商式離頭鈷頭は北海道や東北北部に分布 している。 （縄文時代から

擦文時代）

さて、日本後紀の弘仁元年十月甲午条に、渡島の秋二百余人が気仙郡に来着したことが記されている。

（文木参照のこと）

この二百余人は船団を組んでの交易の帰り と思われ、「寒節をむかえ、海路を越えがたいので来春ま

での滞在を願い、 許した。」という 内容の記事で、滞在期間中、衣根を与えているが、住居の提供に関

する記事が見当たらない。また、「願わくは来春にいたりて本郷に帰らんこと をのぞむ。」とあ り、帰路

を熟知していたことが伺える。 開甜式離頭鈷頭の出士は擦文土器に伴うものでは、道南の小幡涸窟 • 発

足洞窟・観音洞窟• 青苗遺跡や、土師器に伴 うものでは陸前嵩田市の女神洞穴と、宮城県の山王遺跡 ・

江の浜貝塚 • 西の浜貝塚 • 薬ヶ崎貝塚 • 清水涸窟 • 梨木畑貝塚と岩手県・宮城県からのみ出土してお り 、

貝塚の他に洞窟からの出士が目立つ。他の遺跡では骨が残りにくいとい うこともあると思われるが、

度々 交易のために南下し、 洞窟を拠点にしていたこ とが考えられないであろうか？

開閾式離頭鈷頭は、北海道と の交流、ひいては小泉遺跡の意義を考える上で重要な資料と思われる。

渡辺誠氏は 「東北地方における一王寺型 （開腐式） 離頭鈷頭について」で以Fのよう に指摘する。

「アザラシなどを捕る寒流系回転式離頭鈷頭が岩手 • 宮城県下まで南下しているこ とは十分に注目さ

れるべきである。このことはすでに大塚和義氏 (1966)によ って示唆されていたが、同 じ北海道系の

後北式 ・擦文式土器のようには注目されず、ほとんど引用 されていなかったこ とはま ったく不可解な

ことである。」 （渡辺： 1995) 

また、大塚和義は、「袂入離頭鈷」の中で以下のように指摘する。

「海棲哺乳動物の捕獲と いうおなじ目的に根ざしていたとはいえ、土師 ・擦文 ・オホーツク土器に代

表されるそれぞれ異なった文化的伝統のわく をのりこえ、斉一性をもちながら三つの地域にまたがっ

て分布している事実に注視したい。」（大塚： 1966) 

異なった文化的伝統の中での斉一性、とり わけ北海道 と宮城 ・岩手の斉一性、これらは人の移動によ

って初めて可能となることではないであろうか。

北海道との交易については時代が下るが、 セバスチャン ・ビスカイノ金銀島探検記の中に、 気仙地区

で収録された記事が掲載されている。

セバスチャン ・ビスカ イノ金銀島探検記 （抄）（陸前高田市史より。 出典は「大 日本史料第十二編八
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第 15図 袂入離頭鈷頭および同系統の分布

．
 

18 

｀ 。

、8

挟入離頭話および同系統の分布

土師器にともなうもの

1. 清水洞穴

2. 薬ヶ崎貝塚

3. 西の浜貝塚

4. 里浜貝塚

5. 江の浜貝塚

6. 梨木畑貝塚

7. 女神洞穴

籟文土器にともなうもの

8. 青苗遺跡

9. 小幌洞穴

10. 発足洞穴

11. 観音洞穴

12. (大別貝塚）

オホーツク土器にともなうもの

13. 弁天島遺跡

14. トーサムポロ遺跡

15. モヨロ貝塚

16. トコロチャシ遺跡

17. 栄浦遺跡

18. 富磯貝塚

19. 本斗

20. 鈴谷貝塚

21. 遠淵

22. カンケカラウス貝塚

23. 植別貝塚

24. 恩根別貝塚

25. 沙那貝塚

挟入離頭鈷大塚和義著

物質文化 7 1966年4月～

（一部加筆）
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より」

Iこの地方の土人は猪皮でつくった靴をうがち、風采粗野で領主にも従順でないとのことである。

大使（ビスカイノ）は士人にこの地方の事情を聞いてみると、 南部殿、松前殿の領する二国があり、

その地域が広大で、国の端に達するに三十日以上も要し、更に二国をすぎると、海岸線は西に転じ 日

本と高麗、この距離は六十レグワに充たず、轄鞄（だったん）との間の海峡にも蝦夷という大島があ

り、土人は野蛮で身体ことごとく毛髪をもって被はれ、僅かに眼のみ出している。

彼等は、年々七•八月に魚類獣皮その他を携えて日本に来たり、綿やその他の で華められない品々

と六 ―る 也の時／は 団が荒くこ砂峡を通過―ることができない ・・・ 。」

なお、 I::.記はイスパニア国王への報告書の中に記載されたもので、 伊達政宗の許可を得、慶長十六年

十一月二十九日気仙郡今泉に一泊後、十二月八日に仙台に帰着するまでの間、気仙において測量等の調

査を行った際に収録されたものである。

「睦奥国言。 渡嶋秋二百余人来着部下気仙郡。非当国所管。令之帰去。秋等云。時是寒節。海路難越。

願候来春。欲帰本郷者。許之。留住之間。宜給衣根」

(3) 古都（フルゴウ リ）の地名について

陸前高田市米崎町に古郡の屋号を持つお宅がある。今のとこ ろ小泉遺跡との関連は不明であるが、古

郡の地名については、細谷敬吉氏著の 「陸前高田市地名考ー地名に秘める由来をたずねて」（昭和 58年

4月 陸前高田市郷土史研究会）に詳しく記載してある。以下、 古郡の部分を転載する。

『糠塚沢に古郡屋敷と稲荷神社がある。 「大日本地名辞書 • 吉田東伍著」に「今浜田に古郡祠ありと

いう 。 （国郡志）古郡とは郡家によっての名なるべし。郡家の地、即ち気仙郡なるべきことも推考さ

れる。」とある。

気仙郡古記には 「慈西家士古郡大膳と申御方被成御座候土地云々。」とある。

前書では気仙郡の郡家の地ではなかろうかと言い、後書では、慈西の家臣古郡大膳の居る所として

ある。

郡家の地とすれば、郡司の地であり、 中山館金氏の郡司と 古郡郡司 との関係はどうなのであろうか。

また、仁和年中（八八五～八八八年）大江千里が郡司として本郡に下った時の郡家と古郡とは関係が

なしヽものだろうか。

古郡大膳については、大膳職が古郡に居たので、もともと 古郡地名があったことから、古郡大膳と

いったのか、 古郡姓の大膳職がここに居を構えたので古郡大膳といい、そのことから古郡とよぶよう

になったのかという事も考えられる。

伊達藩時代には、今泉大庄屋の隠居屋敷が古郡屋敷であった。「万治二年(-六六0年）大肝入今

泉村吉田卯右ェ門（筑後）浜田村古郡にて没す（七十八オ）」（気仙年代表 ・岩崎浅之助）とある。

古郡屋敷は広大な屋敷で、後に山稜を負い前面は広く 開けて広田湾を望む高燥の地である。こ こに

間口十七間奥行（不明）の曲家があり、これが本宅であった。現在常口にある井戸は曲家時代の裏の ロ

に当たる所であったという。土蔵は七倉あったが、今はその倉跡は畑地になっている。いつの頃か火

災にあい豪壮な建物も鳥有に帰し、同時に古文書等も焼失し、今に伝わるものがないとい う。（糠塚

沢 • 吉田政二氏談）

邸内に稲荷神社があり 、境内に一字石の碑が建っている。この稲荷社が古郡祠であ り、 古郡大明神

である と思われる。

古郡はフル ・コロ ・ル→ 「坂の道」ではないかとアイヌ語からの考察もある。』
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6 気仙の田村麻呂伝説

ここでは、資料の吟味は行っていないが、現在地元に伝わる田村麻呂伝説を紹介する。

(1) 矢作町観音寺の由来書 （矢作観世音縁記）・・「陸前高田市史 沿革編 上」 による

「大同二年（八0七）、坂上田村麻呂の副将軍別府隼人が気仙に下向して、猪川の竜福 • 小友の早虎を

退治した折、小友の箱峯で大鷹を射取り 、その羽で矢を作った場所が矢作の地名の由来だという。そし

て熊井という賊が矢作の山中に隠れているのを、別府隼人が 「大加梨また」で討ち伏せ、大桶を招えて

入れ、東という地に埋めた。（注 3)

この隼人副将軍は、矢作に滞在中に病におかされて亡く なったが、その亡骸は熊井を埋めた側に埋葬

した。 鉗人の忠臣菊池釆女は、 主君の死を惜しむ余り、その墳墓を離れ難く思い、このまま矢作に定住

を願ったところ、田村麻呂将軍は、隼人の冥福を祈るため観世音菩薩を彫刻させ、隼人を葬った地上に

御堂を建立、開眼導師として 「知善上人」を招き、入仏供養を した。

また忠臣菊池釆女は、永久に賊徒を鎮めんとして、東とい う地に屋敷を構え、 西光寺とい う禅寺を構

え、西光寺という禅寺を建立して隼人の菩提を弔ったとい う。」（注4)

ひがしかくち

注3 東は、矢作町字東角地の地にある。東角地には東角地遺跡があり、この遺跡は昭和六二年 (-九

八八年）に、国道三四三号県単高速交通関連道路整備事業に伴い事前の発掘調査が行われ、石組

の水路跡が発見されている。地元には、「水路跡の延びる方向に、かつて観音寺が建立され、 そ

こに水路がひかれていた。」との言い伝えがあり、『気仙風土草』には「長谷山観音寺。真言宗。

今泉金剛寺門中なり。乃ち観音の別当なり 。慶長九年六月 C 宥健法印開基と 云。昔より の寺を中

興せるにや。此寺元東屋鋪の後にあり 。宝永の頃観音堂を古来の地よ り、上の高き虚に移して、

寺をも東屋鋪より移し観音堂跡に建つ」とある。なお、 この東の地から、頭部に内耳鉄鍋をかぶ

せた人骨一体が発見されている。

注4 天正年中、菊池内膳とい う人が西光寺の僧侶と争論して、その僧は西光寺を本吉郡大島に移し、

宮城県気仙沼市大島の西光寺がこれであるとの伝承がある。（陸前高田市史 第七巻 宗教・ 教

育編による）

(2) 小友町常膳寺の由来書 ・・ 「陸前嵩田市史 沿革編 上」 による

いわや おおたけ

l達谷 窟霧ケ山殿上の大武とい う外道を、 平城天皇の命により坂上田村麻呂が滅ぼし、首ー＝

九を取る。・・・・ 嫁辰早虎、熊井、金猪とて三人の悪鬼、大武を欺くほどの者どもな り。右三

人は気仙に住む、 早虎は小友に住し、 熊井は矢作に住むc, 金猪は猪川に住す。この三人の暴虐言

語に絶せ り。・・・・ ニ五 日矢作の熊井を誅 し、 二六 H小友早虎を攻めたもう・・・・小友、矢

作、猪）iiに樫木をもって尊像を彫りたも う」

(3) 猪川の長谷寺の由来書 ・・ 「陸前高田市史 沿革編 上」 による

「達谷窟に悪路王とい う悪鬼がいて盛んに大和軍に抵抗していた。その頃、気仙郡佐狩郷赤崎の

小田に金犬丸とい う族長がいて中央に叛いていた。 胆沢や志波方面で蝦夷征伐を していた坂上田

村麻呂は、大同二年 （八〇七） 気仙地方を征伐した。気仙で赤頭とも言われ恐れられていた金犬

丸を、 苦心のすえ滅ぼし、 その首を埋めた墓の上に御堂を建立し、十一面観音菩薩を祀った ・・・ ・J

猪）iiの長谷寺の別伝 ・・「陸前高田市史 沿革編 上」 による

「延暦十九年 （八00)、坂上田村麻呂が奥小卜Iにおいて高丸という鬼神を退治 したとき、これま
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た鬼神と称されていた赤頭が気仙地方に落ち延びてきた。田村麻呂はこれを猪川で討と うとした

ところ、赤頭は越喜来方面に逃げた。赤頭というのは一族の総称で、その首領は高丸だとする伝

承もある。その高丸が、猪川の久名畑からH頃市方面へ逃げたが、追われて裔さ二丈もある大き

な岩の上に登った。眼前は盛川の深い淵で“ナメタラ”という所である。高丸は全力を振りしぼ

って、岩から対岸まで一気に飛び越え、越喜来方面に逃げ去った。越喜来方面に逃げた高丸らは

そこで捕らえられ、猪川の長谷寺の地で処刑された・・・」

鬼越（猪川）の地名の由来・• 金野静ー著 「気仙風土記 第三集」より

大船渡市猪川町の吠羞孤という集落に、盛川に面して「鬼越」と呼ぶ巨岩がある。

せきとう

「昔、猪川に赤頭という賊の部族が住んでいた。赤頭は、名にしおう悪鬼の集まりで、田村麻呂

将軍（たむらまろしょうぐん）の征伐にも屈せず、あくまで抵抗したのであった。が、半年余 り

の戦いの後ついに敗れて一族もちりぢりばらばらになり、四方へ逃げうせてしまった。

竺ヽまる

この赤頭のかしらは高丸という鬼であったが、田村麻呂に追われて久名畑から日頃市の方へ逃

げて行った。田村麻呂は懸命に追って □丈もある大きな岩の上まで追いつめた。前は深い淵なの

で、あわや、さすがの、 高丸も捕らえられそうになった。この時、鬼は最後の力を振りしぼりア

ッという間に、岩の上から向こう岸に飛び越えて逃げ去った。 ー以後、このことにちなんでこの

岩を「鬼越」と称している 一」

(4) 海上七夕とその伝承

陸前高田市には、夏を彩る風物詩として日本唯ーと云われる海上七夕がある。この七夕の起源は不明

であるが、以下、地元に残る伝承を紹介する。

「坂上田村麻呂の奥州侵略の時、当地にも侍大将が派遣され、大将は当地方矢作 ・小友・猪川の三

豪族を平定し、この三カ所に観音様を建立しで帰ることになるが、その折りたまたま、朝もやの中を、

岬や入江の奥から真赤な炎の燃え上がる其の数、数十隻にも及ぶ舟が、舟べりを叩き、ときの声を上

げながら漕ぎ出した様を見て、 一時は兵を山陰に引く程の驚きであった。 しかし、それは昔の舟軍（水

軍）の名残で、赤い布や紙の短冊を取り付けた竹を火柱に見立てたもので、毎年、夏に行われる舟遊

びと知り、この様な習わしが有るならば、軍や争いの名残としてだけでなく、戦死者や祖先の霊を迎

える（慰める）お盆の行事として、また和やかに楽しい夏の祭りとして長く伝えていく様に言った。

その後、舟には真赤な短冊竹だけでなく、舟縁に柳の小枝を付けたり、別の舟にはバレン（馬簾）と

いう花飾りをした舟を仕立てた りする様になった。これが、海上七夕の始ま りと言われ・・」

次に現在行われている祭りの概略に触れたい。祭りは、飾りを施した二十二隻の舟が単列で広田湾

内を航行し行われる。舟は、三隻の舟を組み合わせたもやい舟の短冊船・バレン船と、お供の舟二O

隻（昔は十隻）が参加する。短冊船には、十八から二十メートル程の芯棒に、竹を縦に割いたものを

張り合わせ、数万枚の赤一色の短冊を飾り、さらには四本の竹に五色の吹き流しを飾る。バレン船に

は、短冊船と同様の棒に、赤い馬簾の輪を傘状に五段重ねて飾り 、馬簾の間には菱形の飾りもつけら

れる。両船には屋台が組まれ、 屋台にはーメートル五十センチほどの竹に、赤や黄色に染め られた「あ

ざふ紙」と椿の枝が飾られる。お供の船には短冊竿（四メートル程）に短冊と大漁旗が飾られる。ま

た 、 祭りの前に、鳥島の弁天様の松の木に竹竿を縛り、かつては、赤• 白・黄• 青・緑の五色の短冊

を、現在では赤い短冊を竹竿に飾っているC,
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5 おわりに

小泉遺跡は、遺構も遺跡の範囲も全く不明の状況ではあるが、 42面とい う発掘面積で 「厨」と墨書さ

れたものを含め 112点という多量の墨書土器が出土している。墨書土器の出土量及び内容からして、何

らかの官街的性格を持った施設があった可能性があるが、その解明はこれからの課題である。

小泉遺跡の発掘箇所に隣接した水田内に法量神社があり、この神社から北西方向に約 15km離れた睦

前高田市矢作町字的場に、法量神社から分祀された宝龍神社がある。この宝龍神社には洵童神社が祀ら

れており、現海岸線から 15km以上離れた山間部に位置していることから、直接海とは関連がないと思

われ、海童神社は元来小泉神社で祀っていた可能性がある。

三陸沿岸はヤマセの影響で、これまで数多くの飢饉に見舞われてきた。近代的な品種改良によって

作られた稲であってしても、 平成になって収穫量皆無ということ があった。 しかしながら、気仙には「海

岸に飢餓なし。」の言葉もある。交易によっての食料の獲得が可能であったからである。

最近、小泉遺跡出土の須恵器の中に、宮城県の「関ノ入遺跡」で生産された須恵器が含まれている可

能性が指摘された。何れ、今年度発刊予定の報告書で詳細に報告する予定であるが、海を通じての須恵

器の搬入の可能性が高く 、小泉遺跡は海上交易を抜きにしては語れない遺跡であるように感 じられる。

また、軍見洞遺跡出土の青銅製銚子、女神涸窟出士の開廊式離頭鈷頭等、他地域からの搬入品が出土

しており、周辺の遺跡の解明も今後の検討課題である。
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小泉遺跡の墨書土器

1、出土土器の傾向

東北芸術工科大学

村木志伸

気仙地方の当該時期の資料が少ないこともあり、現段階でその年代確定は難しいが、ほぼ9世紀代

におさまる資料群と考えられる。須恵器の出土量が比較的多く、供膳形態がそのほとんどを占める。

こうした傾向は遺跡の性格を反映しているものと考えられる。

出土遺構 ・状況は把握できていないものの、土器の総量に占める墨書・刻書の率が高いことから、

調査地点が墨書土器群の一括廃棄された地点に近接していた可能性がある。

2、墨書土器について

土器上の墨痕の有無及びその内容について赤外線カメラシステムを使用し、筆者ほか数名で解読 ・

検討した。その結果、墨書土器汀ま 11 2点、刻書土器21 0点 （墨書と重複： 5点）、線刻土器32点

となった。以下、現段階での分析結果を記す。

① 墨書の種類

確定できた墨書は「吉」 (10点）「羽」 (4点） 「主」 (3点）「具」「干」「サ」 (2点）「厨」 「下」 「中」

「化」「集」「木」「一」「止」 「生」「土」「U」(1点）がある（【表 1】)。それぞれ、 同一文字を 1点に

複数部位記す場合や、いくつか異なる種類の文字を複数記したものがある。文字の種類が多岐にわた

り、筆致も様々であることが全体の特徴と言えよう （【図1】)。

「吉」は、東国出土の墨書土器によくみられる文字の一つで ”良好な状態を示すII ものと指摘され

ている九近年では儀礼飲食の場に関わるとの見解がある尻字形変化・墨書部分の残存度が低い、 な

どの理由で確定には至らないが「吉」と推定される 17点を加えると 27点にのぼる。「羽」は他地域

においても出土例が少なく、意味もよくわからない。文字はあまり達筆ではなく、また0で囲むもの

がある。「具」「干」は筆致から同筆の可能性もあるが、墨書部位は異なっている。「厨」墨書土器につ

いて詳細は伊藤報告に譲るが、小泉遺跡が官街に関連する可能性を示す墨書内容として注目される。

ただし、総数 11 0点の うちの 1点であるとい う、資料群の中での把握が必要である凡「U」は 「Q」

（則天文字「星」 【図2】）の可能性もあるが、1点のみの出土であることと、その筆致も稚拙である

ことから判断することは難しい。「下」「中」は、空間内での位置関係等を示す場合もあるが、これも

遺構が不明瞭な段階での判断は控えたい。いずれも土器底部に記され、達筆である。「上」は 「土」と

考えられる。千葉県市原市の稲荷台遺跡出土「主」墨書土器（【図3】)が類例として注目される。

刻書 （線刻）土器について、本遺跡では刻書と墨書が並存する率が高い。刻書内容では「丈」「X」

「一」等がある。 「丈」は”丈部II の可能性が高い。また、線刻土器は「幸」 「口 （圭？）」 の2点があ

-37-



る。水沢市林前南館跡の例（【図4】）から、出（九字：魔よけ記号）の字形変化の事例のなかで理解

できるだろう。いずれも線刻しやすい土師器である。

② 器種と墨書部位

墨書土器の種別は、須恵器60点、土師器52点（内黒土器46点、赤焼き土器6点）となった。

器種は土師器鉢の例が 1点 (No.51)あるほかはすべて須恵器・土師器とも杯である。

墨書部位7をみると、全体では底部外面36点、体部外面 82点となる。内面に墨書されたものは

ない。体部墨書に関して文字方向8が判明するものの内訳は、正位 22点、横位 10点、逆位 12点

である。これを種別でみると、須恵器の墨書部位は底部外面 21点、体部外面が42点（正位 12点、

横位 7点、逆位8点）となり、土師器の墨書部位は底部外面 15点、体部外面が 40点（正位 10点、

横位3点、逆位4点）となる。墨書内容別には各々の文字ごとの出土点数が少ないこともあり墨書部

位に特別な傾向をうかがうことはできない。今後、生産地の検討、年代観、出土状況と合わせた検討

をおこなう必要がある。

ところで、体部に墨書された場合は土器を通常の状態に設置した場合、墨書がみえるが、逆位に記

される事例は、通常の状態で土器を使用する場面（食器利用）が想定されないとされている。本遺跡

の逆位の文字内容には「羽」「主」「口（吉）」「干」がある。吉祥句的な意味ともとれる内容であるが、

後述するように土器内面を観察すると表面上にスレ・アタリ等の使用痕跡が認められるものも多く、

注意を要する。

③ 字形

最も出土点数の多い「吉」の字形について述べておく。

その墨書部位は様々で、字形も異なっている。今回はその特徴から四分類した（【図 5】)。

分類の基準としては、まず、 2画目の縦画が 3画目の横画を越えるか否かで、 A類と B・C類に分

類した。さらにA類は、 4画目以降の IIロ，，部分の表現について方形を意識する場合をAl類、最終

画が II~II と特徴的に記すものをA2類とした。 B類は 2 画目縦画が 3 画目横画を貫き’’口，，部分を

方形に意識して書く意識が存在しているもの、 C類は、2画目縦画が 3画目横画を貫き’午り部分も

方形に書く意識がなく、正しい書順も失われてしまっているものとした。

文字を正しく「吉」を書けるA類から C類に変容した仮定すると、問題となるのが 「主（底部外面）．

吉（底部外面） • 吉（体部外面（横位））」 (No.37)墨書土器である。 A2類とした底部外面「吉」と、

C類とした体部外面（横位）「吉」 の墨書の濃淡を比較すると、後者の方が圧倒的に薄い。なお、この

墨書土器については底部外面の 「主」も二度書きされており（【図1】No.37 「主」参照）その解釈が

難しい。

それぞれの字形の違いは、遺跡内で「吉」が継続的に記される間に変化していったか、その書き手

や使用目的が異なるなどの想定がされよ う。 なお、記号「t」(No.14)は「吉」の変容形である可能性

もあり、 今後の資料増加が待たれる。

④ 士器上にみえる諸特徴

墨書土器の使用方法を検討する上で、土器上にみえる様々な特徴を観察する必要がある凡

付着物については、油煙や煤が付着 しているものが 10点ある。「口（第） 口 （丈）［刻書］」(No.30)
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と「口」 (No.70) は油煙付着状況と灯芯痕跡から、灯明皿として使用されたものと判断できる。また、

墨が付着したものが墨書土器中に 5点存在する。付着部位はすべて底部内面である。小泉遺跡が官街

に関連する傍証となろう。ただし、顕著な磨耗が認められるものは少ない。恒常的に使用する硯と し

ては想定しにくい。また「大口」(No.36)墨書土器には、器の内面全面にわたり赤色顔料の付着が認め

られる。ベンガラ系の色調で、底部内面には磨った痕跡があり、朱墨用の硯として使用したものか、

塗料容器等と考えてよいだろう。なお、墨の付着は墨書されていない土器にも認められる。

土器内面を観察すると、口縁内部や底部内面にアタリが見られる。また、墨等の付着物が確認でき

ないが土器内面の磨耗が顕著なものがある。なお、「厨」墨書土器もその一つである。これらの使用痕

跡の状況は土器を食器として使用した場合の痕跡と違いはない。また、先述のように体部外面に逆位

に記されるものにも確認される特徴である。アタリ・スレ等による磨耗度は顕著でなく、頻繁に使い

続けられるような使用方法は想定できないものの、本遺跡の場合は”逆位墨書＝祭祀目的II とい う単

純な図式で解釈しないことが重要であろう。

土器の残存率を観察すると、土師器の方が破片資料である率が高い。 一方、故意に破砕したような

形跡がみられる資料はほとんどなかった。

以上の観察結果からも、小泉遺跡の墨書土器群は、すべてが一度に使用されたのではなく、様々な

セット関係を持ちつつ異なる目的のもと消費された状況を物語っている。

3、立地からみた遺跡の性格

本遺跡を理解する上で参考になるのが、福島県いわき市の荒田目条里遺跡10 (【図6】）とその周辺

の環境であろう。古代の河川跡から絵馬や木簡、祭祀具、農耕具等の木製品や大量の土器等、膨大な

遺物が出土した。墨書土器も人面墨書土器や「子成」「丈部」「山寺」「明殿」 「東殿」など 28 7点が

出土している。郡符木簡の内容などから、近接する丘陵上に位置する根岸遺跡（磐城郡家中心部）と

密接な関係を有すると考えられている。なお、遺跡周辺の字名には「礼堂」が残る。

小泉遺跡には、近接して法量神社が存在し、また東側丘陵上には屋号として古郡屋敷の名称も残る

など、その立地上の類似点が指摘できる。

ただし、小泉遺跡周辺は、氷上山を背に高田松原と広田湾を眼下に望む景勝の地であることも重要

である。荒田目条里遺跡が谷部の奥に入る地点で周辺への見通しに優れていない点は小泉遺跡と異な

る。周辺環境の理解や海上交通上の視点から、墨書土器とその使用目的を理解することが必要であろ

う。

4、今後の課題ー小泉遺跡の性格解明に向けて一

墨書土器群とその内容、考古学的観察から総合的に判断すると、小泉遺跡とその周辺には何らかの

官術的機能が存在していた可能性が指摘できる。

しかし、遺物は出土遺構やその状況、遺跡の理解のなかで、はじめて正確な位置付けが可能となる。

現段階では遺構が全く不明であり、具体的な墨書土器を使用した活動とその主体者の問題が未解決な

ままである。速やかな遺跡本体の把握が、墨書土器の、また遺跡の性格解明につながることは言うま

でもない。

なお、本発表は報告書作成に関わる中間発表的な内容であり 、遺物の全容を含めた正しいデータに

関しては報告書を待たれたい。
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1 2 0 0 3年 7月 13日確認現在。なお、墨痕としてのみ確認されるものは含まない。

2 土器焼成前に、ヘラ・棒などで文字や記号を記した土器。

3 土器焼成後に、先の鋭い工具などで文字や記号を記した士器。

4 平川南「墨書土器とその字形」『国立歴史民俗博物館研究報告』第35集、 19 9 1 (『墨書土器の研究』

2002所収）

5 三上喜孝「文献史学からみた墨書土器の機能と役割」『古代官街・集落と墨書土器一墨書土器の機能と性

格をめぐってー』奈良文化財研究所刊、 20 0 3 

6 平川南「「厨」墨書士器論」 『山梨県史研究』創刊号、 19 9 3 (『墨書土器の研究』 20 0 2所収）

7 1点の土器に、墨書が数か所される場合があり、データは総計で10 0パーセントにならない。

8 文字方向の内訳点数は、確認できたものについてである。

9 荒木志伸 「墨書土器にみえる諸痕跡」『お茶ノ水史学』 19 9 9、「古志田東遺跡出土の墨書土器」『米沢

市埋蔵文化財調査報告書第七三集 古志田東遺跡』 20 0 1 

1。いわき市教育委員会『いわき市埋蔵文化財調査報告第七五集 荒田目条里遺跡』 20 0 1 
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【表1-1】小泉遺跡 墨書・刻書・線刻土器 観察表

No. 文字 種別 部位
器

口径 底径 器高 黒色 切離
出土

再調整
付着物

使用痕跡 残存率 補足 略号
登録

種 位置 （場所） 番号

1 厨 須恵器 底外 杯 ＊ 74 ＊ ヘう切 A6-3層 底内スレ 底部完存 KZ991118 536 

2 吉 須恵器 体外（正） 杯 136 ＊ ＊ 欠 欠 20% KZ80 512 

手持ケズり
3 士に 土師器 底外 杯 ＊ 73 ＊ 内黒 調整

～（体底下面端） 
底部1/4 底内にハジケ — 523 

4 士に 須恵器 底外 杯 ＊ 56 ＊ 糸切 A6-2層 墨
底内スレ 底部3/4 KZ991122 541 

（底内）

5 吉 須恵器 底外 杯 ＊ 70 ＊ 糸切 A6-5層 底部完存 KZ991122 542 

6 吉 須恵器 底外 杯 ＊ 68 ＊ 糸切 A6-3層 底部完存
KZ991119 

543 
KZ80 

7 士ロ 土師器 底外 杯 ＊ 59 ＊ 内黒 糸切 A7-3層 底部完存 KZ991119 550 

8 吉 土師器 体外（横） 杯 150 ＊ ＊ 内黒 欠 A7-3層 欠 20% KZ991119 561 

， 士ロ
須恵器

体外（横）
杯 163 60 61 糸切 A7-2層 70% KZ991119 575 

吉 底外

10 口（吉） 須恵器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 KZBO 516 

11 D(吉） 須恵器 体外（横） 杯 ＊ 55 ＊ 糸切 A6-2層 30% KZ991118 537 

12 D(吉） 須恵器 底外 杯 146 54 47 糸切 A3-3層 70% 
KZ991122 

572 
KZ80 

13 D(吉） 須恵器 体外（逆） 杯 147 64 45 糸切
A7-2層

底内スレ 30% KZ991118 573 
A7-3層

羽 体外（正）
A6-3層

14 
D 

須恵器
体外（正）

杯 150 73 47 糸切 A 7 -32 層暦 50% 羽を0で囲む KZ991118 559 
A7-

15 羽 土師器 体外（横） 杯 130 ＊ ＊ 欠 欠 破片 赤焼き土器 514 

回転ケズリ
16 羽 須恵器 体外（逆） 杯 ＊ 70 ＊ 調整 （体下端 破片 517 

～底面）

17 羽 土師器 体外（逆） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 A2-2層 欠 破片 KZ991118 525 

18 
集

須恵器 芦 杯 ＊ 67 ＊ 糸切 底部完存 508 
X [刻書］

19 口（止） 須恵器 体外（正） 杯 132 64 36 ヘう切 AS-5層 墨
底内ス レ 60% 

KZ991122 
509 

（底内） KZBO 

20 
D 

須恵器
体外

杯 ＊ 70 ＊ 糸切 3ぽ
文字以外の墨

KZ80 510 
主 底外 痕有り

21 口 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 10% 513 

22 洋D 土師器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 515 

煤
23 下 土師器 底外 杯 138 68 43 内黒 糸切 （体外 ・ ロ内ス レ ほぽ完形 519 

底外）

24 具 須恵器 底外 杯 ＊ 65 ＊ へう切 A8-3層 底部1/2 KZ991117 526 

25 0(吉？） 須恵器 体外（逆） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 A5-2層 欠 破片 KZ991119 527 

26 U 土師器 体外（正） 杯 150 74 50 内黒 糸切
A6-2層 手持ケズリ

ロ内スレ 50% KZ991112 544 
A7-3層 （底外周）

回転ケズり
27 - 土師器 底外 杯 ＊ 55 ＊ 内黒 調整 A6-2層 （体下端 底内スレ 30% KZ991118 548 

～底面）

28口 土師器 体外（逆） 杯 129 55 58 内黒 糸切 A6-2層
回転ケズり

底内アタリ 70% 丞？一次？か KZ991!18 552 
（体下端）

29 主 須恵器 底外 杯 140 66 42 糸切 A7-3層 80% KZ991119 560 

D(第） 体外（正）
油煙

30 
丈［刻書］

須恵器
体外（横）

杯 146 62 57 糸切 A4-2層 品↑ 80% 灯明皿 KZ991118 562 

手持ケス刈
煤？

底内スレ
31 中 土師器 底外 杯 132 60 45 内黒 糸切 A6-3層

（体下端） 雰 ・ロ縁カケ
ほぽ完形 KZ991119 564 

A7-2層
KZ991119 

32 口（集） 土師器 体外（正） 杯 139 61 48 内黒 糸切 A6ベル ロ内ス レ 80% 565 
ト3層

KZ991922 

33干 土師器 底外 杯 139 63 50 内黒 糸切
A7-2層 手持ケス＊リ

底内ス レ 80% KZ991117 563 
A8-2層 （体下端）

A6-2層
墨？

34化 須恵器 底外 杯 135 65 46 糸切 A6ベル
（底内）

ほぼ完形 火澤 KZ991122 566 
ト6層

35木 土師器 体外（正） 杯 140 60 47 内黒 糸切 A6-3層
手持げリ ロ内スレ

50% 書順誤り KZ991118 567 
（底外周） 底内ス レ
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【表1-2】小泉遺跡墨書・刻書・線刻土器 観察表

No. 文字 種別 部位 器 口径 底径 器高 黒色 切離
出土

再調整
付着物

使用痕跡 残存率 補足 略号
登録

種 位置 （場所） 番号

A6-5層 赤色顔料

36 大口 須恵器 体外（正） 杯 135 66 43 糸切 A6ベル
（底内 ・ 体内スレ

ほぼ完形 KZ991122 574 
体内 ・ロ 底内スレ

ト3層
内）

吉 体外（横） A6-2層
主（底外）は

37 主 須恵器 底外 杯 148 68 51 糸切 A6-3層 70% KZ991118 579 
吉 I底外 A7-2層

二度書き

38 吉 須恵器 底外 杯 140 62 45 糸切 A6-5層 80% 火澤 KZ991122 585 

39 巳（吉） 須恵器 体外（逆） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 A6-2層 欠 破片 KZ991118 539 

A6-2層
40 0(吉） 須恵器 体外（横） 杯 140 48 43 糸切

AA 67 --32 層層 40% 1(2991118 545 

41 口（吉） 須恵器 体外（横） 杯 138 60 48 糸切
A6-2層

40% 
KZ991118 

581 A7-2層 KZ991122 

42 口（吉？） 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 A7-3層 欠 破片 KZ991118 535 

43 □（吉） 士師器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 A7-3層 欠 破片 KZ991119 540 

回転ケズリ
44 口（吉） 土師器 底外 杯 ＊ 63 ＊ 内黒 調整 AS-3層

～（体底下面端） 
底部完存 KZ991119 546 

45 口（吉？） 須恵器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 KZ99 530 

46 D(吉？主？） 須恵器 底外 杯 135 54 41 糸切
A7-2層

50% 
KZ991118 

586 
A7-3層 KZ991119 

47 D(吉？） 須恵器 体外（横） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 534 

回転ケズリ
48 主 土師器 体外（逆） 杯 154 68 62 内黒 調整 （体下端 50% KZ80 582 

～底面）

49 □（吉？） 土師器 体外（逆） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ80 522 

50 具 須恵器 底外 杯 ＊ 63 ＊ へう切 A3-5層 煤 底内スレ 20% KZ991122 592 

51 D(吉？） 土師器 底外 鉢 170 80 74 内黒 調整 A6-3層 手持ケズリ 30% KZ991119 570 

52 生 須恵器 底外 杯 133 54 44 糸切 A7-3層 70% KZ991118 589 

53 D(万） 須恵器 体外（逆） 杯 144 64 48 糸切 A7-2層 30% KZ991118 590 

口 体外（横）
手持ケズり

底内アタリ
54 

口［刻書］
士師器

底外
杯 142 65 56 内黒 調整 A3-3層

～（体底下面端） ロ内ス レ
50% KZ991122 568 

55 口（吉？主？） 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 532 

56 □（力） 須恵器 底外 杯 ＊ 66 ＊ 糸切
手持ケスゴl 煤？

底内ス レ 底部3/4 KZBO 511 
（体下端） （底外）

57 干 須恵器 体外（逆） 杯 140 60 39 糸切 20% 火欅 KZBO 584 

58 ++ 土師器 体外（正） 杯 内黒 糸切 A7-2層 10% KZ991118 549 

59 廿 須恵器 体外（正） 杯 146 ＊ ＊ 欠 欠 破片 591 

60 0 (止） 須恵器 体外（正） 杯 ＊ 77 ＊ へう切
A6-2屑

底部完存
KZ99lll8 

587 
A6-3層 KZ991119 

＋ 体外（正） AS-2層
手持ケス中リ

61 □ (X?) 土師器 杯 126 54 48 内黒 糸切
悶下

底内ス レ 70% KZ991117 588 
「刻婁1 底外 AB-3層

62口 須恵器 体外（正） 杯 欠 A6-2層 欠 破片 KZ991118 554 

63 [コ 須恵器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 555 

64 D 須恵器 体外（正） 杯 144 ＊ ＊ 欠
A6-3層

欠 3ぽ
2文字の可能

KZ991119 569 A7-2層 性も

65口 須恵器 体外（逆） 杯 ＊ 63 ＊ 糸切 A6-2層 底部3/4 火欅 KZ991118 580 

66 D 須恵器 体外 杯 ＊ 50 ＊ 糸切 破片 KZBO 507 

67口 須恵器 体外（逆） 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 A7-3層 欠 破片 KZ991119 531 

68 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 556 

69 0 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 558 

70 D 須恵器 底外 杯 138 68 37 へう切
煤か墨

ほぽ完形 灯明皿 KZBO 594 
（底内）

71 口 須恵器 底外 杯 ＊ ＊ ＊ へう切 10% KZBO 597 
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【表1-3】小泉遺跡墨書・刻書・線刻土器 観察表

No. 文字 種別 部位
器

口径 底径 器高 黒色 切離
出土

再調整
付着物

使用痕跡 残存率 補足 略号
登録

種 位置 （場所） 番号

72 口 須恵器 底外 杯 ＊ 58 ＊ 糸切 A7-3層
底内スレ

20% KZ991119 612 
体内スレ

73 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 576 

74 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 577 

75 D 須恵器 体外 杯 151 ＊ ＊ 欠
A6-2層

欠 20% KZ991118 593 A6-3層

76 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 KZ99 595 

77 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 A4-2層 欠 破片 KZ991118 596 

78 D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 KZ99 611 

79 口 須恵器 体外 杯 ＊ 54 ＊ 糸切 A3-2層 破片 KZ991119 613 

80 口 土師器 底外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ99 610 

81 口 士師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 A7-2層 欠 破片 KZ991118 601 

82 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 糸切 A2-2層 破片 KZ991118 602 

手持ケズリ
83 口 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 調整 A6-3層

～（体底下面端） 
10% KZ991118 603 

84 

゜
土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 糸切 A5~2層

煤
破片 KZ991119 605 

（体外）

85 

゜
土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ99 606 

86 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ99 607 

87 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ99 608 

88 D 士師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 KZ99 609 

89 D 土師器 底外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 糸切 A6-2層
手持ケズリ

破片 KZ991117 529 
（底外周）

90 D 土師器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 518 

91 D 土師器 体外（正） 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 520 

92 D 土師器 体外（正） 杯 ＊ 63 ＊ 内黒 糸切 底部完存 KZ80 583 

93 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 521 

94 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 524 

95 D 土師器 体外 杯 ＊ 58 ＊ 内黒 調整
手持ケス≫リ

破片 528 
（底面）

96 口 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 10% KZ 533 

97 口 土師器 体外 杯 内黒 糸切 A6-2層
体外面ミ

10% KZ991118 551 
がキ

98 口 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 557 

99 口 土師器 底外 杯 ＊ 58 ＊ 内黒 糸切
A3-2層 回転ケズリ

底部完存 KZ991119 571 
A4-2層 （体下端）

100 口 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 欠 破片 578 

A6ベル 回転ケズリ
KZ991118 

101 口 土師器 体外 杯 内黒 調整 ト3層
～（体底下面端） 

2潤
KZ991122 

547 
A7-2層

口 体外

102 口 須恵器 体外 杯 糸切 A6-2層 底部完存 KZ991118 553 
x 「亥ii書l 休々

回転ケス刈

103 
口

土師器
体外

杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 糸切 A6-2層
（体下端

底部完存 KZ991ll 7 598 
底外 ～底面周

縁）

104 
口

土師器
底外

杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 糸切 A6-2層 10% KZ991118 599 
- [刻書］ 底外

105 □D 土師器 体外 杯 140 58 45 糸切 AB-2層 墨？ 20% 赤焼き土器 KZ991117 538 
（底内）

106 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 赤焼き土器 KZ99 600 

107 D 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 赤焼き土器 KZ80 604 

煤

108 D ’ 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 ぷ？ 破片 赤焼き土器 KZ99 614 
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No. 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

【表1-4】小泉遺跡墨書・刻書・線刻土器観察表

文字 種別 部位
器

ロ径 底径 器高 黒色 切離
出土

再調整
付着物

使用痕跡 残存率 補足 略号
登録

種 位置 （場所） 番号

煤 ・油煙
口 土師器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 （口内 破片 赤焼き土器 KZ99 615 

体外）

D 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 糸切 欠 破片 表採

D 須恵器 底外 杯 ＊ ＊ ＊ ヘう切 欠 破片 表採

口 須恵器 体外 杯 ＊ ＊ ＊ 欠 欠 破片 表採

口（幸）
土師器ー 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒 欠 A?-2層 欠 破片 KZ991117 622 

［線刻］

幸 ［線刻］ 土師器— 杯 ＊ ＊ ＊ 内黒
（摩

破片 623 
滅）

D [刻書］ 須恵器ー 杯 ＊ 68 ＊ 糸切 A6-3層 20% KZ991118 621 

口［刻書］ 土師器ー 杯 136 68 42 内黒 調整
A6-2層 手持ケズリ

底内スレ 30% KZ991118 625 
A7-3層 （底面）

D [刻書］ 須恵器ー 杯 へう切 A4-2層 20% KZ991119 618 

D [刻書］ 須恵器ー 杯 ＊ ＊ 49 欠 欠 30% 25-19-2 624 

口［刻書］ 須恵器 ー 杯 糸切 A7-2層
煤

底部完存 割そろえ KZ991118 617 
（底内）

【表の見方】

1、Noおよび、登録番号は巻末観察表と対応。ただし、文字解釈や付着物、消費痕跡など、本表に関する事項はすべて村木の

個人的判断による。よって、事実記載、認識の誤 り等の責任はすべて村木に属する。

2、文字について、 Dは欠損等により、文字が不明なもの。 D口は二文字。

3、墨書部位について

「千」

底部外面 体部外面（正位） 体部外面（横位） 体部外面（逆位）

4、消費痕跡については、アタリは器同士を重ねた折などに底部外面カドと底部内面があたって形成される ようなものを指す。

スレは底部内面を何らかの目的で使用した時や、 口縁内側に帯状に横に磨れた状況のものを指 している。

5、残存率に関しては、その計測式等で算出したものでは無い。肉眼で判断した残存状況を参考程度に掲載 している。
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【固1】小泉遺跡墨書・刻書土器の文字
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【図3】稲荷台出土の「主」墨書土器
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こA B 圭 D F G 

罪--圭,....E .,._主....土...)十

茸

No. 線の数 線刻の部位

A 59 4 X 5 内面体～底部

B 70 1 X 5 内面体部

C 58 1 X 4 内面体～底部

80 1 X (4) 内面 体～底部

95 1 X (4) 内面 体部

115 (1) X 4 内面体～底部

D 107 1 X 3 内面底部

101 (1) X (3) 外面体部

E 106 2 X 3 外面体部

F 92 1 X (2) 内面 口縁近く

90 1 X (2) 内面 口縁近く

113 1 X (2) 内面 口縁近く

91 1 X (2) 内面体～底部

110 1 X (2) 内面 体部

97 1 X (2) 内面体部

98 (1) X (2) 内面体部

G 94 (1) X (1) 内面 口縁近く

81 (1) X (1) 内面底部

103 (1) X (1) 内面底部

H 86 (2) 内面底部

104 (2) 内面底部

93 (1) 内面口縁

88 (1) 内面底部

89 (1) 内面底部

100 (1) 内面体部

96 2? 内面体部

102 3? 内面体部

I 105 呪符 ？ 外面体部

87 絵？ 内面体部

99 細かいキズ 外面体部

【図4】林前南館跡出土の「出」の字形変化
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【図5】小泉遺跡「吉」墨書土器の字形とその分類
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【図6】荒田目条里遺跡とその周辺
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東北地方における「厨」銘墨書土器出土遺跡について

水沢市埋蔵文化財調査センター

伊藤博幸





はじめに

東北地方における「厨」銘墨書土器出土遺跡について

水沢市埋蔵文化財調査センター

伊藤博 幸

1 . 「厨」墨書土器出土遺跡について

1)遺跡と出土遺構の種類一傾向と特徴一

遺跡の種類ではa) 城柵遺跡 志波城跡・徳丹城跡・胆沢城跡・秋田城跡・払田柵跡・多賀城跡

伊治城跡

b) 郡面跡 名生館遺跡 （玉造郡街）・東山遺跡（賀美郡街） • 清水台遺跡（安

積郡術）•関和久遺跡（白河郡街） ・ 泉廃寺跡（行方郡街） ・ 根岸遺

跡（磐城郡面）

C)その他官術遺跡 上谷地遺跡（本荘市土谷：由理柵擬定地）・怒遺跡（大曲

市藤木：不明官衛）・館前遺跡（国司館）・ 夏井廃寺跡（磐城郡街附

属寺院）

d) 官術関連遺跡（集落跡） 館畑遺跡（徳丹城関連）・山王遺跡／市川橋遺跡

／郷楽遺跡（多賀城関連）・広畑遺跡（行方郡面関連）・小茶円遺跡

（磐城郡街関連）・咲田遺跡／古亀田遺跡（安積郡街関連） ・鍛冶屋遺

跡（双葉郡楢葉町：磐城郡楢葉郷 ・白田郷家関連か）

2) 出土遺構には、住居跡、溝跡、井戸跡、建物跡（柱掘り方）、土塙跡、水田跡、盛り土 ・整地層、

湿地・泥炭層、その他（表士・耕作土・不明）がある。

遺構別では、もっとも多いのが a) 盛り土・整地層で、次いでb)住居跡出土、 C)その他（表

土 ・耕作土）、 d)土城跡の順になる。意外に少ないのがe)溝跡・井戸跡 ・建物跡 ・湿地泥炭層で、

ほぼ同数の出土数で差はない。これらは最終的な土器の廃棄・移動場所を示唆するものと考えられ

る。

3)時期： 9世紀代が圧倒的に多いが、郡術が比較的早くに整備される幅島県域の陸奥国南部では、

8世紀前半代に厨墨書が出現している。また出羽国秋田城でも 8世紀中頃から後半代に厨墨書が現

われてきている。胆沢城など王朝国家期段階まで残る城柵では、 一部 10世紀前葉まで厨墨書が残

る。

2. 「厨」銘墨書土器について

1) 内容

ー文字型

二文字型

厨（これが圧倒的に多く、各遺跡に通有的に存在）

屯厨 （名生館遺跡）・城厨（伊治城跡）・上厨（東山遺跡）． 厨上 （秋田城跡）・ 主厨 （小

谷地遺跡） ・官厨（秋田城跡） ・酒厨（秋田城跡） ・政厨 （秋田城跡）・ 客厨（秋田城跡）．

厨家（払田柵跡）．厨／厨（山王遺跡・清水台遺跡） ・ロ厨（秋田城跡） ・在□ （厨ヵ ：咲

田遺跡）
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三文字型 官厨舎（秋田城跡） ・ロ厨舎（秋田城跡） ・ロ所D(政ヵ所厨ヵ：払田柵跡）

※三文字型の類例はきわめて少ない。

※ニ ・三文字型の墨讃は地名（機関名）、施設名（所属官司）、用途（を省略した一字）を冠する

例が多い。

2)土器の種類と記載部位

土器の主体は須恵器と士師器。秋田城では赤褐色土器が主体（赤褐色士器 60% 須恵器 38% 土

師器 2%)。福島県では土師器が主体。総体的に厨墨書土器の種類は、陸奥南半では土師器が主体で、

多賀城付近でその比率は半々となり、それより北の陸奥北半では須恵器が主体となる現象がみられる。

器種は須恵器、土師器、赤褐色土器ともに圧倒的に坪が占め、高台坪の墨書土器は秋田城のみにみ

られる。ほかに須恵器蓋、鉢がわずかにある。

墨書される部位（記載部位）は杯では底部外面を主体とし、次に口縁部（体部）外面がある。須恵

器蓋では天井部外面に墨書されるが、ツマミ頂部例（秋田城跡）もある。

記載方向は口縁部では正位を原則とするが、払田柵跡や山王遺跡では横位、倒位例もみられる。ま

た、口縁部から底部にかけて墨書する例、口縁部と底部に厨各一字を墨書する例もわずかにある。

3. 他墨書土器との組合せについて

秋田城 厨＋中食

多賀城

名生館

伊治城

胆沢城

徳丹城

清水台

小谷地

鍛冶屋

古亀田

官厨＋政厨＋厨上＋酒所

厨＋鹿

厨＋政所＋酒＋仕料＋中食

厨＋官＋浄＋御酒

厨十石圏＋賀十万十名大首

厨＋南舘＋仇＋選＋信夫

干厨＋大道

城厨＋東

厨＋左＋右

厨＋鞭＋中食十口圃

厨＋稲

厨＋尺

厨＋在＋曹＋大在

主厨＋主＋伴十雄十里権

厨＋主家＋中生十歳成

厨＋信夫

4. 「厨」墨書土器をめぐって

厨の基本的性格

a) 調理センター

b)土産物の集積センター

C)分配センター
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5. 厨院の構成一平城宮と胆沢城の事例一

1) 平城宮大膳職の官術構成と配置

• 奈良時代後半には、内裏北外郭には内膳司、西宮の北には大膳職という、 いずれも食糧関係の官

司がおかれた。

・大膳職は大きくは、東西に 2つのブロックに区画され、さらに内部がそれぞれ2分される。 1単

位の区画内には、井戸を正面に据えて北に官街正殿を配し、左右あるいは東西に長大な建物を配置

する。棟筋を揃えた長大な複数の建物と井戸が大膳職の基本的構成要素である。

2)胆沢城府庁厨の構成と配置

• 9世紀後葉頃から政庁南方の外郭内に府庁厨が成立する。

• 構成は正面に東西棟の厨正殿を置き、前面中央に井戸を据え、さらにその左右（西棟は未確認）

に長大な建物を南北方向に配する。長大な建物と井戸が胆沢城厨の基本的構成要素である。

3)以上より、胆沢城の府庁厨が平城宮大膳職と規模の差は別にして、基本的構成要素に共通性があ

ることは認めてよい。宮都と地方官街に共通した構造をもつもののひとつ、それが「厨」院である。
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1 . 古代東北の城柵と官街遺跡

図116 古代東北の城柵

原図は桑原滋郎「奈良 • 平安時代ー多賀城と東北の城柵」
（『多賀城市史』第 1巻原始 ・

古代 ・中世 多賀城市史編纂委員会 1997)の挿図「古代東北の城柵」を使用
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2. 秋田城跡
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A: 政庁域
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35 • 4 7・53次調蓋）

B: ・ホイド清水周辺

(49次調査）
外郭東r,
,6、 c: 政庁域東方地区

(90・95・100次調査）

D: 内郭南門南方低地 (7• 
10 · 44 • 55 • 65 • 83 • 
92-94次調査）

E: 内郭東門周辺

( 9 • 68 • 99次調査）

F: 内郭北門周辺

(2・60次調査）

G: 内郭西門周辺 (85次調蓋

500 m 

L゚
-

払田柵跡における墨書土器出土地区

氏 10斗 も

87-90: 政庁域 93-95: 政庁域東方

91・92 : ホイド清水 96-101: 南方低地

三
101 

払田柵跡出土資料 墨書土器等集成図

゜
10cm 

822 ゜
」0cm

19-27: 小谷地

高橋 学「秋田県内出土の墨書土器、箆書 ・刻書土器」（『秋田県埋蔵文化財センター研究

紀要』第 10号 1995) による

熊田亮介「古代の文字史料一墨書土器等」 （『秋田市史』第 7巻 古代 史料篇 秋田市

2001) による
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6. 大膳職の位置と復元図
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。印大膳職井戸跡

小澤 毅 『日本古代宮都構造の研究』 2003を一部改変

第11-2期

奇

大膳職の変遷

奈良国立文化財研究所『よみがえる奈良一平城京展』図録 1978による
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8. 厨墨書土器

胆沢城跡

SE  1050井戸出土墨書土器実測図
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東北地方の「厨」銘墨書土器出土遺跡一覧表

岩手県

遺 跡名 出土遺構 種 別 部位 ・釈 文 時 期

志波城跡（官術跡） S1430住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀初頭

SI002住居跡 土師器坪 底部 厨 9世紀初頭

徳丹城跡（官価跡） S1855住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前葉

館畑遺跡（官街関連） S1071住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前葉

胆沢城跡（官術跡） 258D207溝跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前半

39SE573井戸跡 土師器坪 ロ縁部 厨 9世紀後半

49SB989建物跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前半

498D993建物跡 土師器坪 口縁部 厨 9世紀前半

” 須恵器坪 底部 厨 9世紀前半

50SK1031土塙跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前半

52SE1050井戸跡 須恵系土器坪 ロ縁部 厨 10世紀前葉

54SE1162井戸跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前半

59SD2005溝跡 須恵器坪 底部 厨ヵ 9世紀後半

小泉遺跡 （ ） 一括廃棄ヵ 須恵器坪 底部 厨 9世紀中葉

秋田県

秋田城跡（官面跡） 17-9層 土師器坪 底部 厨 9世紀中期

” 須恵器坪 底部 口厨舎 9世紀中期

” 須恵器坪 底部 厨 9世紀中期

17S1209住居跡 須恵器杯 底部 官厨舎 8世紀後期

17-6層 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀中期

” 須恵器坪 底部 厨

17S1204住居跡 須恵器高台坪 底部 官厨 9世紀前期

” 須恵器坪 底部 厨上 9世紀

17-8層 赤褐色土器坪 底部 政厨 9世紀中期

” 赤褐色土器杯 底部 厨上 9世紀中期

” ” 高台坪 底部 厨 9世紀後期

” 須恵器坪 底部 厨 9世紀中期

17-7層 赤褐色土器坪 底部 口厨 9世紀

” 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀

17-5層 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期

26-3整地層 須恵器坪 底部 厨 9世紀後期

33SK584土塙跡 赤褐色土器坪 底部 厨上 9世紀中期

33炭化物層 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

” 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

” 須恵器高台坪 底部 厨 9世紀

330E86-89ベルト 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期

33S1579住居跡 赤褐色土器杯 底部 厨 9世紀後期

33S1593B住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨上 9世紀中期

” 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀

33SI593A住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

” 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀中期

33賠褐色砂土 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀後期

33黄褐色砂上層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

33赤褐色砂 須恵器坪 底部 官厨 9世紀

33S1580住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

34SG463湿地 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期

34SE621井戸跡 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期
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38SX735 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀後期

38褐色砂 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

” 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀

38整地粘土層 須恵器坪 底部 厨 8世紀後期

” 下炭化物層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

38S1703住居下層 土師器高台坪 底部 厨 9世紀後期
II 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期
II 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀後期
！，住居上層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

38S1704住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

” ” 高台坪 底部 厨 9世紀後期

39泥炭層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

40耕作土層 須恵器坪 底部 厨 9世紀

44S1846住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

” 赤褐色土器坪 底部 厨上 9世紀後期

44S1847住居跡 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀後期

44S1849住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

4481890住届跡 須恵器高台杯 底部 厨 8世紀後期

44SK905土城跡 赤褐色土器坪 底部 酒厨 9世紀前期

44SK904土塙跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

44-3層 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀中期

44-4・5層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

44-6層 須恵器高台坪 底部 厨 9世紀

44-8層 須恵器坪 底部 官厨 9世紀前期

44-10層 須恵器高台坪 底部 厨 9世紀前期

54S11010住届跡 赤褐色土器坪 体部 厨 9世紀前期

54暗褐色砂層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀

” 須恵器盗 外面 厨 9世紀前期

” 赤褐色高台坪 底部 厨 9世紀後期

54褐色砂層 赤褐色土器杯 体部 厨 9世紀

54灰黄褐色砂層 赤褐色土器杯 底部 客厨 9世紀前期

54灰黒褐色粘土層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

54地山飛砂直上層 須恵器坪 底部 厨 8世紀中期

54811051住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

54SG1031湿地 須恵器坪 底部 厨 8世紀後期

” 赤褐色土器坪 底部 厨 8世紀

” 須恵器蓋 外面 厨 8世紀後期

” 上層 須恵器坪 底部 厨上 8世紀後期

54S11057住居跡 須恵器坪 底部 厨 8世紀

54SK1027井戸跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

54耕作土 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

54-7層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

54-12層 須恵器杯 底部 厨 9世紀前期

” 須恵器蓋 沢ミ 厨 9世紀前期

54-13層 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

56SB1102掘り方 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

56S11105住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀後期

56-3層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀

59S11210住居跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀前期

60S11217住居跡 赤褐色土器杯 底部 厨ヵ 9世紀中期

60S11235住居跡 須恵器高台坪 底部 厨 9世紀前期

60S11021住居跡 ” 底部 厨 9世紀前期

60-3層 赤褐色土器杯 底部 厨 9世紀後期
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60-3層 須恵器坪 底部 厨ヵ 9世紀前期

60-5層 須恵器坪 底部 厨 9世紀中期

60-8層 須恵器高台坪 底部 厨ヵ 9世紀前期

62-9層 須恵器坪 底部 厨 8世紀後期

62-13層 赤褐色土器杯 底部 厨 9世紀

64SX1442カマド 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀中期

64-3層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀

67-8層 須恵器坪 底部 厨ヵ 9世紀後期

” 赤褐色土器坪 底部 厨ヵ 9世紀後期

67-9層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

67-10層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

69-10層 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀前期

72S11541住居跡 赤褐色士器坪 底部 厨 9世紀中期

72S11544住居跡 赤褐色高台杯 底部 厨 9世紀

72S11547住居跡 赤褐色土器坪 底部 厨上 8世紀後期

72SK1555土城跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀中期

” 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀中期

72SK1556土塙跡 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀中期

72耕作土 赤褐色土器坪 底部 厨 9世紀後期

払田柵跡（官術跡） 政庁域 7FE68II 須恵器坪 底部 厨 9世紀

10Fl67 土師器坪 底部 厨 9世紀

12SK194 土師器坪 底部 厨 9世紀
12JQ86 土師器坪 底部 厨 9世紀
47SB500-6 土師器坪 底部 厨 9世紀
49KE37N 土師器坪 底部 厨 9世紀

II 
土師器坪 体部 厨 9世紀

49KE34Ill 土師器坪 体部 厨 9世紀
49-3KF36 II 土師器坪 体部 厨 9世紀
49-3KF36III 土師器坪 底部 厨 9世紀

” 土師器坪 体部 厨 9世紀
49-3KF37II 土師器坪 体部 厨 9世紀
49-3KF37III 須恵器坪 底部 厨 9世紀
53KC051II 土師器坪 底部 厨 9世紀

53S1601・602 土師器坪 底部 厨 9世紀
出土地点不明 土師器坪 体部横位厨 9世紀
出土地点不明 須恵器蓋 天井部外面厨家 9世紀

49-2ホイド清水 土師器坪 体 部 政 ヵ 所 厨 ヵ 9世紀
政庁東方 95KH53 須恵器坪 底部 厨 9世紀

” 須恵器坪 体部倒位厨 9世紀
南方低地 SK1033 須恵器坪 底部 厨 9世紀

” 須恵器坪 体部倒位厨 9世紀

小谷地遺跡（埋没家屋） 3埋没家屋 土師器杯 底部 主厨 9世紀後半

上谷地遺跡（由理柵） 表採資料 土師器坪 体部 厨ヵ 9世紀後半

怒遺跡（古代官術ヵ） 一括採集 須恵器坪 底部 厨 8末-----9前半

宮城県

多賀城跡（官術跡） 24SB224盛土整地 須恵器坪 底部 厨 9世紀

作貫地区 36SX1183土塁 土師器坪 底部 厨 9世紀

39SD1168溝跡 土師器坪 底部 厨ヵ 9世紀

大畑地区 60SE2101皿層 須恵器坪 底部 厨 9世紀

60SK2106土塙跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

60SK2111士塙跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀
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61-11層 土師器坪 体部 厨 9世紀

61-10層 土師器杯 体部 厨 9世紀

67SK2385士城跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀

名生館遺跡（官面跡） 1S104住居跡 土師器坪 底部 玉厨 9世紀後半

東山遺跡（郡街跡） 5SK369 土師器坪 体部～底部上厨 9世紀

5SK364 須恵器坪 底部 上厨 9世紀
5ME23Il層 須恵器鉢 体部 厨
5MD2211層 須恵器坪 底部 厨
5出土地不明 須恵器坪 底部 厨

伊治城跡（官街跡） 3中央区 l層 須恵器杯 底部 城厨 8世紀末

館前遺跡（官街跡） 東溝跡4層 須恵器坪 底部 厨 9世紀

東溝跡 12層 須恵器坪 底部 厨 9世紀

山王遺跡（官衡関連） 258D855 須恵器坪 底部・体部厨 8世紀末

市川橋遺跡（官街関連） 5ill層水田 須恵器坪 底部 厨 9世紀初頭

7SK236土塙跡 須恵器坪 底部 厨 9世紀初頭

TG37次調査 土師器坪 底部 厨 9世紀

市川橋周辺川底 須恵器蓋 天井部 厨 9世紀

郷楽遺跡（多賀城関連） II 10号住居跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

福島県

清水台遺跡（郡街跡） SK1202土塙跡 土師器坪 体部 ・ 底部厨 • 厨 9世紀

” 土師器坪 底部 厨 9世紀

SK1204土塙跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

SK1528土塙跡 土師器杯 底部 厨 9世紀

SK1538土塙跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

SK1541土塙跡 土師器坪 体部 厨 9世紀

SK1531土塙跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

SB1517柱穴 土師器坪 底部 厨 9世紀

18-調査区内 土師器坪 底部 厨 9世紀

関和久遺跡（郡街跡） SD109土墟跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

SD103土壊跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

夏井廃寺跡（寺院跡） III38号トレンチ 須恵器坪 底部（刻書） 厨 8世紀前半

泉廃寺跡（郡街） 土壙•溝跡 土師器坪 底部 厨 8・9世紀

広畑遺跡（官街関連） 士塙跡 土師器坪 底部 厨 8・9世紀

根岸遺跡（郡街） 湿地帯上層 須恵器坪 底部（刻暑） 厨 8世紀

小茶円遺跡（集落跡） 33住居跡 土師器坪 底部 厨 9世紀

咲田遺跡（集落跡） 15号土塙跡 土師器坪 体部在□ （厨ヵ） 9世紀前半

鍛冶屋遺跡（集落跡） 1次 7号住居跡 土師器杯 底部 厨 9世紀前半

大廷遺跡 10号住居跡 土師器坪 底部 厨 9世紀前半

古亀田遺跡 Bトレンチ6地点 士師器坪 底部 厨 9世紀
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太平洋岸交流・交易の世界

盛岡市教育委員会

八木光則





1 はじめに

太平洋岸交流・交易の世界

盛岡市教育委員会

八木光則

古代の飯洟社会はけっして閉鎖社会ではなく 、交流・ 交易を通して、ヤマト（倭 ・大和） や大陸とも

つながっていた。その交流 ・交易のルートは海や河川沿いに形成されており 、縄文時代から存在してい

たルー トであったが、 古墳時代以降、ヤマトと の交易は政治的意味合いをもつよ うになり、国家や蝦夷

の成立過程にも関係するようになる。

これまで古代の海上ルートというと、阿倍比羅夫の北征や渤海国 との交渉など、環日本海の交流 ・交

易が議論されることが多かった。近年の調査の進展によって、 太平洋岸でも交流 ・交易を示す考古学デ

ータが蓄積されつつある。小報告は5""10世紀に行われた東北北部から北海道の太平洋岸での交流 ・交

易の様相を概観するもので、蝦夷の広範な活動の一端を明らかにしよう とする ものである。

報告の前提として、古代蝦夷の範囲についての私見を次に掲げておきたい。

4世紀 5世紀 6世紀 7世紀 8世紀 9世紀 10世紀 11世紀 12世紀 主な現在の都市

北海道西南部 （続縄文文化） （擦文文化） エゾ 小樽•札幌 ・恵庭

青森県、秋田 ・岩手県北部 弘前・八戸 •宮古
プロト蝦夷 蝦夷

秋田・岩手県中部 秋田 ・横手・盛岡

岩手県南部
中世封

水沢

宮城県北・岩手県南端 倭王権体制 -----------建体制
ー関

宮城県中部・山形県 （古墳文化） 律令・王朝国家体制 山形・仙台・古川

宮城県南部、福島県 白石 •福島

蝦夷の時空概念図（細かな点を捨象したイメージ図）

2 東北北部～北海道の交流・交易を示す資料

山地が沈降してできた リアス式海岸は、 牡鹿半島から宮古市まで複雑な海岸線を呈している。リアス

式の海岸の南端を回りこんだとこ ろが、北上川の河口にあたる石巻市である。宮古市の北は隆起海岸で

断崖や岩礁が続き、 船の出入り は北上高地から東流する河川の河口に限られる。その北、馬淵）11の河口

の八戸市から下北半島尻屋崎に向かって砂泥性の海岸線がゆるやかな弧を描いている 。 石巻 • 宮古 • 八

戸は海岸線の変換点にあたってお り、 海上交易の要衝であったことが予想される。

北海道では渡島半島南東端の恵山岬を経て、駒ヶ岳山麓の砂原から室蘭市チキウ岬に向かい、苫小牧

市経由で石狩低地帯へ入ることができる。ただしこれから見ていくように渡島半島では交流 ・交易を示

す資料が少ないので、海岸沿いのルー トだけではなく、親潮などの海流にのった往来も想定されよ う。
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第 1図り
東北北部～北海道への O 
古墳文化の文物 (4-6世紀）

紅葉山 51

△ l石態隅造品

心o 

■　竪穴住居跡(4~6世紀）
t 前方後円墳(5~6世紀） 1 

. ...L_ ' 

宮城以南は主な遺跡

（日 高 2001をも とに構成）

石製模造品 古墳文化の祭祀遺物。東北～北海道では、日

本海側で子持勾玉と刀子形 ・斧形が出土し、太平洋側では剣

形 ・鏡形 ・勾玉形が分布 し、地域差が顕著と なっている。宮

城県では 5世紀中頃～末に集中（高橋 1999)、岩手県以北も

ほぼこの時期であろう。滑石製。

忙二ニ|
こ 永福寺山

中野平
ここ::::,

こニコ 如II II 

゜

゜

゜
二―ニニJ

1 : 3 10cm 

1 : 5 20cm 

ぇcヽふ くじやま さむかわ おおかわ

鉄器 永福寺山で鎌、 寒J月II・大川 ・フゴッペで斧が出士 しているほか、

刀子などが墳墓に副葬される。角塚白墳より南の地域では武器 ・武具 ・馬具

などが供給されていたが、 東北北部～北海道では欽の生産はなく 製品が農

具 ・T具が搬人されたこ
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第2図

東北北部～北海道の

須恵器と竪穴住居跡

(4-6世紀）

須恵器

コ ニ 三16

北海道
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八戸市冗(<i!冷水遺跡 Sl・l竪穴住居跡

竪穴住居跡 竪穴住居は縄文時代（一部旧石器時代）以

来の伝統的な住居形態であるが 、 4~6 世紀の東北北部か

ら北海道ではこの住居がつく られなく なる。短期の移動を

繰り返したためとみられている。

F
 

竺I'やま

岩手県内での竪穴住居は、4世紀の水沢市 晶山 がもっ
おもてづか なかはんにゅ う

とも古い。 5世紀になると同面塚や中半入遣跡など
ね こや ち

で癒が取 り付けられた住居があらわれる。 北上市猫谷地遺

跡で 5世紀の住居跡が確認されており 、これが北限となっ

ているが、竃はみられない。

5世紀では竃の普及は部分的であった。宮城県でもこの

時期の住居の窃は仙台市岩切鴻ノ巣遺跡な どまだ少ない。
たむかいひやみず

こういった中で八戸市田向冷水遺跡から面塚のよ う

な疱をも った竪穴住居跡が確認された。現在発掘調査中で、

複数棟存在しているよ）であるが、竪穴住居はその後に継

続しないこ とから、短期的な南からの移住者の集落とみら

れるこ

-67-



第 3図

末期古墳と副葬品

(7-8世紀）

り。

り

゜
1 : 6 20cm 

湖西産須恵器 末期古墳に須恵器が副葬されるが、八戸市

周辺では湖西（静岡県浜名湖西岸）産の須恵器が出土（宇部

2002)。北上盆地では末確認。

戸 -0-0-ce--
干 ct=i戸

闘一旦 □ロ鹿島沢

＂ ゜
1 : 3 10cm 

金銅製馬具 7世紀中頃から末期古墳に馬具が副葬される
くつわ あぶみ

ようになる。鉄製の轡や鐙 のほかに飾り金具の金銅製馬具が
かじま ざわ おおたえぞもり

みられる。金銅製は八戸市鹿島沢、盛岡市太田蝦夷森、花巻市
ペまどう もいざり

熊堂、恵庭市茂漁で出士。

D i末期古墳（上城型） ！ 
I I ・，末期古墳（礫櫛型）

I • ! 横穴羅

か t-ぃ

和同開弥と銹帯 8世紀に馬具などに替わる副葬品とし

て登場。 蝦夷の上京朝貢にともなうものとみられる。 ◎ ◎ 
虞ロロニ三□こg(g)(go

西根

ロロロロこ□戸こここここ口
長根 熊常

。
1 : 5 20cm 

（和同開弥の縮尺 1: 2) 

1::. ねン う ば

末期古墳 蝦夷が築いた古墳様墳墓。7世紀初めの北上市岩崎台地•金ヶ!'I釣町西根道場古墳に初源形態がみられるc 礫

郷型は北卜盆地に限られ、―七塙Jりは太平洋侃1;や北泊道の石狩低地帯に分布C, s・1廿：紀後半に．それまで末期古墳かつくもれ

なかった屯北日本洵側をふくめ、各地で墳冗内に埋病する望 〈！り船）均深）に移行する＾
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第 4図

錫と“北の方頭”
り。

(7世紀後半,..,8世紀前葉）

゜

り

沈線文の土師器甕 土師器は無文が一般的であるが、

ロ縁部沈線を施すものがあり 、その特徴からオホーツ

ク土器を除き、北海道の擦文土器、東北太平洋側の単

条、日本海側の多条沈線文の士師器に分けられる。

。()0000° 
° 蘭島D

冒000000
0 8 上田蝦夷森 房の沢

1 : 3 

゜
10cm 

錫製品 7世紀の錫製品は北海道中央部に多く 、

大陸からの移入品と考えられている（小嶋 1996)。

東北では太平洋側に分布。ほとんどが腕輪などに利

用されている。

円食
藤沢秋森

゜
1 : 6 20cm 

0 I錫製品（環状）

I 巳 上 ‘‘北の方頭”
一

（小岨 l996をもとに構成）

“北の方頭” 錫製品の分布と重なるように、

柄頭に幅広の方頭をつけ、柄に鉄線を巻いた太短

い鉄刀が分布する。単脚足金具の特徴は 7軋紀後

半頃のもので及る。
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第 5図 o
石帯と唐様大刀 O 

(9-10世紀）

り

巴：辺□四ビ巳□◎式
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J
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ロ
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｝
道中

ー
田船

゜

石帯 8世紀の銅跨帯に替わり 、9世紀には石跨帯となる。東北

では城柵とその周辺から集中 して出士するほか、青森県域にもみら

れる。

唐様大刀• 金銅装大刀 唐鐸や山形足金具などを付けた金銅装の

唐様大刀が東北北部～北海道でも 8 世紀後半~9世紀にあ らわれる 。

蝦夷の服属儀礼に用いられたとされる（津野 2003) が、分布は限ら

れている。

い惚二□門 (00
オサツ 1

⑰ 
小阿地

月 O
m
図
う

.,. 金銅装大刀

I • I城柵 (9世紀中頃）

戸
い
5

湯ノ沢F
i

n氏
コ
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]
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沢J
 

楊

゜
1 : 6 20cm 

(;'1!: 野 2003をもとに構I火）
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h 。 第 6図

土師器甕の地域差 (9-10世紀）

域5

丑

）
 

5
|
3
 

城

5

i

□
 

"f 

土師器甕 9世紀には坪が輔輯を使ってつく

られるが、保守f生の強い甕は地域差が顕著にみ

られるようになる。

城柵が設置された地域では輔輯成形の陸奥型

甕や北陸型甕であるが、東北北部では輔糖を使

わない北奥型甕が主体を占める。

盛岡～北上間では集落によって陸奥型と北奥

型の比率が異なっており 、両者がモザイ ク状に

混在している。

北海道では文様が施された擦文士器やオホー

ック士器 (10世紀以降は トビニタイ土器）とな

り、地域差が顕著になっている。

小泉遣跡では、北奥型甕が 8割前後を占め、

北部的要素が強い。
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第 7図 浜中勺

津軽と北海道との交易 O 

(10世紀）

• 擦文土器 (10世紀頃、北海道は主な遺跡）

ロ五所川原産須恵器（青森県は主な遺跡）

●五所川原窯跡群

-72-

゜

¥Ll_f 碑

五所川原 持子沢窯

五所川原窯の操業 9世紀後半～末に津軽で大

規模な須恵器窯の操業が開始される。その製品は青

森県や秋田 ・岩手県北だけでなく， 10世紀には北

海道にもひろく供給されている。

須恵器のほかにも津軽では製鉄がさかんに行わ

れ、これも北海道に送られた。

日本海ルー トの玄関口として、 津軽は交易の重要

拠点となった。

擦文士器はそう いった北方との交易 ・交流を示す

ものである。



3 太平洋岸の特産物

福島・ 宮城の官営製鉄工房

福島県浜通りでは大規模な製鉄工房が操業された。
ぷい

原町市金沢地区 123基、新地町武井地区 23基、相

馬市大坪地区12基など、7世紀後半～10世紀にか

けての多数の製鉄炉が確認されている。操業当初に

は東国にはあまり例のない西国型の箱形炉が採用さ

れており、東北経営の一環として技術移転されてい

る。

また宮城県多賀城市柏木遺跡は、砂鉄を原料とす

る4基の竪形炉を用いた製鉄遺跡で、竪穴住居内で

精錬や鍛造（小鍛冶）が行われている。時期は 8世

紀前半で、このころ造営された多賀城の東 4kmに位

置する官営工房であった。

これらの製鉄工房で一部は製品化され、また一部

は鉄素材として各地の鍛造工房に供給され、製品化

された。

蝦夷の鉄生産 (9~11 世紀）

9世紀の幣伊（宮古周辺）では、約9割の竪

穴住居跡から鉄器 ・砥石 •ふいご羽口 • 鉄滓の

いずれかが出土する。この地域で製鉄が行われ、

周辺集落に鉄が供給されていたのである。

近年、幣伊地域の製鉄遺跡が調査され、実態

がよくわかってきた。その結果、官営工房とは

異なる独自の鉄生産がはっきりしてきた。

1製鉄炉と木炭窯は大規模な造成を伴わない

小形のもので、家内工業的に行われ、同一

箇所で長期・継続的に経営された。

第8図鉄の生産 (9-10世紀）

•製鉄炉

O精錬炉

• 鍛冶炉

2精錬・鍛冶も同一地域内で実施し，蝦夷社会

への鉄 ・鉄器の供給基地となっていた。

3 幣伊より遅れて津軽•鹿角にも生産拠点がで

きるが、炉の構造などが異なり 、技術の系

譜で地域差が認められる。

_./'.. i f "----...r'.. / ¥ 
・ツ タ・

製鉄 砂鉄や鉄鉱石（餅鉄など）

から鉄分を取り出す工程。

幣伊の製鉄炉は斜面に円筒形の竪

形炉を築き、斜面上に送風のための

ふいご座、下に溶け出した不純物（鉄

滓）を受けるくぼみ （排滓部）をつ

ける。多量の木炭を使うので炭窯や、

鉄滓を集積する廃滓場が併設される。

精錬 製鉄で得られた銑鉄から不

純物を取り除く＇工程。

幣伊では低い円筒形の精錬炉で、

ふいごは炉床に近い高さに据えられ

る。排滓量が少なく 、排滓部は小さ

く、廃滓場もできない。金槌での鍛
たんぞうはくへん

錬も行われ、鍛造剥片と呼ばれる粒

が周辺に散乱する。
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鍛冶 製品に鍛造加工したり 、修

理する工程。
ほくぼろ

地面を浅く掘り窪めた火窪炉に小

形のふいごで送風しながら、鉄を熱
かなとこ

し、鉄床石の上で製品に加工する。

細かな鍛造剥片や椀形滓が出る。

幣伊だけでなく 、内陸などの消費

地でもみられる。



第9図 久慈琥珀の加工工程（久慈市中長内遺跡）
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第 11図 海獣 ・罷の皮、鷲の羽

室蘭アイヌのアザラシ漁と鷲應の捕獲 （江戸後期） 『東蝦夷地図井土人図』盛岡市中央公民館蔵
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4 太平洋岸の交流・ 交易

(1) 古代交易ルートの前史

海上の交流・交易ルートは古代蝦夷が成立する以前から形成されていた。その様相を古墳時代からみ

ていくと、 4世紀、後北 C2・D式土器と呼ばれる北海道に主体をおく土器が東北地方でも作られる。宮
はじき

城県でも古墳文化の士器である士師器に混ざって後北 C2・D式が認められている。そして 5世紀後半か

ら 6 世紀初めに、古墳文化の須恵器や鉄器• 石製模造品などが太平洋岸• 北上川・日本海側のルートで

北海道まで運ばれる（註 1)。石製模造品は日本海と太平洋岸とでは異なった種類が入ってお り、ルート

によって交易品も一様ではなかったとみられる。

この時期はそれまで古墳のなかった地域に最北の前方後円墳である角塚古墳がつくられるなど、古墳

文化の拡大期でもあった。488年に成立した宋の正史『宋書』によれば， 478年の倭王武（雄略天皇か）

の上表文に「東は毛人を征すること五十五国」との記述がある。この五十五国は畿内からみた東方を意

味し、角塚古墳のつくられた胆沢平野を含む東北や関東地方などをさしていると考えられる。 5世紀後

半は畿内以外の大形前方後円墳が造営されなくなる一方で、大王墓が巨大化し、畿内の大王の権力が強

大化し、地方豪族のヤマト王権への服属が明確になる時期である （白石 1999)。この古墳拡大期は、北海

道にまで及ぶ交流・交易の拡大期でもあったのである。

そして、 6世紀になると南からの須恵器などの供給が減少し、仙台～胆沢平野で前方後円墳の築造が
くにのみやつご

行われなくなる。この地域では、東北南部で 6世紀後葉設置の 国造 もおかれなかった。王権秩序から

の離脱または疎遠化が進行した時期である（註2)。

(2) 国家政策と連動した交易

古墳拡大期から 1世紀以上の間をおいて、 7世紀中頃から 8世紀初めにかけて金銅製馬具や湖西産須

恵器が太平洋岸を通じてもちこまれ、いわゆる末期古墳の副葬品される。この時期には日本海側でぱ停

足 ・磐船柵が造営されて、阿倍比羅夫の北征がおこなわれている。また仙台市郡山で地方支配の拠点と
こおり

なる評の役所がつくられ、坂東などからの移民が盛んに行われるなど、人の流れが活発な時期でもあっ

た。さらに遣唐使が蝦夷の男女 2人を唐の皇帝に献上し、倭国が周辺の諸民族を従えている ことを誇示

した、まさに国家が外に大きく目を向けた時期であったのである。

この時期に北から東北太平洋側にもたらされたものに錫があり 、“北の方頭” も域内で流通 し、さら

に沈線文土器も地域間交流の中でそれぞれの地域で製作された。活発な交流・ 交易が行われ、太平洋ル

ートは重要な交易路であった。なお比羅夫の北征が行われた日本海側では、この時期の交流 ・交易を示

す資料はほとんど確認されていない。

そして、蝦夷が正月に上京朝貢する 8世紀に入ると、北からの文物あるいは域内での流通を示す内容

は変化する。末期古墳が北海道の石狩低地帯に太平洋ルー トを通じて伝わり、 “北の方頭”に替わって、
こうづけ

上野国などで作られ始めた蕨手刀が東北でも広く普及するようになり、さらに蝦夷の朝貢によって、国
か t-し‘

家側の和同開弥や跨帯も直接もたらされるよ うになるのである。

蝦夷の朝貢は、すでに 7世紀後半において年ごとの朝貢が行われており、これに対する饗宴は須弥山

をかたどった庭園で饗宴が行われるなど祭祀色が強いものであった。 8世紀になる と正月に上京朝貢し、
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新羅や渤海使とともに朝賀に参列するなど朝廷の行事に組み込まれるようになる （今泉 1986)。同時に朝

貢に赴いた蝦夷の地域も、東北南部（の北端）から北涌適にまで拡大した＾

朝貢は北の特産物を貢納するものであったが、その見返りとして、それ以上の擁羞； （饗宴と禄物賑給）

が行われるのが常であり、蝦夷にとって交易の要素も多分にもっていた。国家側にとっても朝貢によっ

て北の産物を恒常的に確保する目的もあった。

また、この時期には多賀城などの城柵が造営されて、地域支配の強化が図 られ、日 本海側に秋田城が

つくられて渤海国や北方との交渉を国家が掌握しはじめる。この結果、交易の痕跡が 7世紀までは点や

線であったものが、次第に面としてのひろがりをもつようになる。8世紀後半には末期古墳の変形であ

る円形周溝が日本海側でも営まれるようになって、東北における東西差が希薄化しはじめるのもその表

れと考えられる。

9世紀になると、北上川盆地や横手盆地北部に城柵がつく られ、官的な遺物と して石帯が認められる

ようになる。石帯は城柵の周辺と、離れた岩手県北部から青森県におもに分布する。城柵出仕などの関

係者と城柵の製給で衣服を賜与された蝦夷が着用、所持していたものと解される。また儀杖的性格をも

つ唐様•金銅装大刀も秋田城周辺に集中の蝦夷の墳墓に集中しており、秋田城から賜与されたものであ

ろう。石帯や唐様大刀の分布は上京朝貢が城柵への朝貢に変化したことを裏付けている（註3)。

8世紀末,..._,9世紀初めの延暦年間は、国家側の版図拡大政策が頂点に達し、また住居の構造や士師器

坪の朝櫨化など、汎東北的な変化が起きた時期でもある。士器による地域差をみると、城柵の設置され

た地域とそれ以外の地域での差違が顕著になるのも特徴である。

9世紀末,..._,10世紀になると、おもに津軽を拠点とした北方交易の展開がは じまり 、須恵器や鉄の生産

は北方交易の輸出品として生産されるようになる。生産開始にあたっては秋田城などの意図が働いたと

みられるが、専門エ人が大輩に移住した形跡は認められない。集落は爆発的に拡大するものの、個々の

竪穴住居の規模に大小差が認められ、従来の集落内の階層差が維持されているからである（八木2002)。

10世紀後半以降、秋田城が城柵として機能しなくなってからも須恵器や鉄の生産は継続され、津軽は

北方交易の拠点としての位置を保ち続ける。その後、交易の権益は奥六郡安倍氏や奥州藤原氏へと継承

されていく。

このように、考古資料からみた交流・交易の動きは、 5·7 世紀に王権• 国家の拡大期と重なるよう

に活発となり、 8世紀以降朝貢や地域支配の強化が図られ、汎奥羽的な面的ひろがりをもつようになる。

そして 9世紀末,..._,10世紀には津軽を拠点とする新たな北方交易が展開されるのである。

(3)太平洋交易ルート

5世紀あるいは 7世紀に認められた交流・交易のルートは、 8世紀以降の面的ひろがりをもつよ うに

なっても重要なルー トとして生き続ける。

『延喜式』に陸奥国の産物と記載された 3種類の昆布は東北太平洋岸だけでなく 、北海道産も納めら

れており、太平洋ルー トによ って陸奥国府などに集積されたと考えられる （註4)。熊皮は出羽国だけの

産物であることから、北海道からのひ盤皮とみられ、日本海ルートも健在であった。縁麗，＇（アシカ科のオ

ットセイを含む）や独狂（ラッコまたはアザラシか）の皮は両ルー トを通じてもたらされていたとみら

れる。
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これら動植物の採集や狩猟による特産物とは別に、自ら加工、 生産した産物も流通させていた。久慈

琥珀は古くは原石そのものが搬出されていたが、遅くとも 8世紀後半には地元で屯などに加工してから

各地に送り出している。太平洋ルートまたは内陸の馬淵川や北上川の河川ルー トで運ばれていたか。

また三陸沿岸の幣伊地方で鉄生産が開始されたことは太平洋岸の交流 ・交易の幅を大きく変えること

となった。開始時期は遅くとも 9世紀であるが、 房の沢古墳の豊富な鉄器をみると 8世紀の早い段階か

ら操業されていた可能性が考えられよう。幣伊地方の鉄生産の特徴として、製鉄炉の近くで採取される

砂鉄を利用していること、小規模で家内工業的であったが、同一箇所で長期・継続的に経営されたこと、

精錬や鍛冶も同一地域内で行い鉄素材だけでなく鉄器の供給元となっていたこと があげられる。

ここで生産された鉄素材や鉄器は少なくとも北の蝦夷社会に流通していたと考え られる。幣伊より北

の地域では 8""'9世紀にはまだ鉄生産が行われておらず、八戸周辺や馬淵川上流域の二戸（爾薩体）な

どでも住居跡から高い頻度で鉄器や砥石が出土し、 鉄の供給が繰り返し行われている。昆布などの太平

洋ルートを通じて北海道を含む北の蝦夷社会に供給されたことは容易に想定されよう。福島県の官営工

房は鉄の積み出しに便利な褐（ラグーン）を近くにもっており、幣伊もリアス式海岸で宮古湾や山田湾

などの良港の近くに立地していることも、流通を容易にしていたとみられる。

このように、太平洋岸は蝦夷社会にとっても国家側にと っても重要な交流・ 交易ルートであったので

ある。

註 1 第 1図作成後、北海道の鉄器について最新の集成を知った（鈴木 2003)。それによれば、 4世紀からかなりの鉄器が北海道に移

入していたことがわかる。

註 2 蝦夷の成立時期については、考古学 と文献史学とで諸説がある。近年、国造と前方後円墳の分布を結びつけ、 6世紀の仙台～胆

沢平野において王権の系列に直属しないエ リアが生まれていたと理解されは じめてきている（藤沢 2000)。文献史学からの、王権

への蝦夷の服属が明らかな 6世紀に蝦夷観念が確立すると の説（熊谷 1998) と符合するものである。

註 3 城柵への朝貢によ って、貢納物が城柵に集積することとなるが、郡家にみられるような正倉院がつくられておらず、貢納物の収

蔽方法が課題と なっている。

註 4 陸奥国の産物として、 『延喜式』 民部式では昆布 • 細昆布．索昆布、宮内省式には昆布・縒昆布、内膳司式には広昆布• 細昆布・

索昆布が記載されている。 昆布や広昆布は幅広のマコンプ、細昆布は細いホ ソメ コンプ、索昆布や磋昆布はやや細く 磋れているミ

ツイ シコ ンプがそれぞれ該当するとみられる。東北太平洋側ではマコ ンプ （別の説ではホ ソメコ ンプ） 一種類しか自生していない

ので、他の種類は北海道から移入品ということになる。
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律令制下における太平洋沿岸最北の郡であった気仙郡の史料上の初見は、 『H本後紀』

弘仁元年 (811) の記事（後掲）であるが、その建郡はいつごろなされたのであろうか。

また、気仙建郡はいったいどのような歴史的背景の下で行われ、律令国家は同郡にどのよ

うな機能・役割を期待し、担わせようとしたのだろうか。

最近、 「厨」字を記されたものをはじめとする大量の墨書士器を出土した陸前高田市小

泉遺跡がにわかに脚光を浴び、律令制下気仙郡に関連する遺跡ではないかと研究者の注目

を集めるにいたっている。

本報告では文献史学の立場から、律令制下気仙郡の成立に関わる二、三の問題について

考察を行いたい。同遺跡そのものや出上墨書土器についての理解を深めるための一助とも

なれば、望外の幸いである。

l 三十八年蝦夷合戦と気仙地方

桃生城襲撃事件と気仙地方の蝦夷 奈良末期の宝亀 5年(774)に勃発した海道蝦夷による

桃生城（宮城県河北町）の襲撃事件から平安初期の弘仁 2年(811) における文室綿麻呂の

征夷にいたるまで、蝦夷社会と律令国家との間で、足掛け38年にもおよぶ合戦が展開され

た。本報告ではこれを三十八年蝦夷合戦と称することにする。

三十八年蝦夷合戦の戦端を開いた海道蝦夷による桃生城襲撃事件について記録した『続

H本紀』宝亀 5年 7月壬戌 (25日）条を次に掲げる。

壬戌、陸奥国言さく、 「海道の蝦夷、忽に徒衆を発して、橋を焚き道を塞ぎて既に往

来を絶つ。桃生城を侵してその西郭を敗る。鎮守の兵、勢支うること能わず。国司事

を量りて、軍を興しこれを討つ。但し、未だその相戦いて殺傷する所を知らず」とも

うす。

このとき桃生城を襲撃した海道蝦夷たちの中に、気仙地方の蝦夷が加わっていたかは史

料を読むかぎりは定かではないが、やはりその可能性はかなり高いものと思われる。とい

うのは、桃生城は河口にそれほど遠くない北上川下流域に立地しており、やや川を遡上し

て津山町柳津あたり（新18北上川の合流地点）から東浜街道（現国道45号線）を進めば、

気仙地方への玄関口ともいうべき志津川湾にいたる。桃生城は、海道の陸路や河川交通、

海上交通を介して海道蝦夷の全地城を管轄する城柵であり、後述のように交易に関わる重

要な機能をも担っていたと見られるから、豊富な海産物など北方の諸産物を交易入手する

うえでの一大拠点地域であったと見られる気仙地方に居住していた蝦夷も、またこのころ
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同城の支配下にあったと考えてよいであろう。

三十八年蝦夷合戦の開戦原因をめくって ここで三十八年蝦夷合戦の開戦原因について少

し考えてみたい。 天平宝字 3年 (759)に造営の成った桃生城・出羽国雄勝城（所在地不

明）、神護景雲元年(767)に造営された伊治城（宮城県築館町）の 3城柵が、それまでの

蝦夷社会と律令国家との「暗黙の国境線」を北に踏み越えて建個されたことが開戦の遠因

をなしているのではないかとの見解が既に提示されており 、たいへん示唆に富んだ指摘で

あるといえるが、最も新しい伊治城でさえ桃生城襲撃事件の7年も前に成っていることを

見れば、そのことじたいが開戦の直接的な原因であったと見ることはかなり困難なように

思われる。

ここで注目すべきなのは、伊治城造営の 2年後の神護景雲3年(769)ころから陸奥国内

でかなり大きな社会変動が生じていることである。すなわち、(1)坂東8か国を中心とした

他国から桃生•伊治城下に大量の移民が投入され（『続日本紀』 ［以下同じ］神護景雲 3

年正月己亥 [30日］条、 2月丙辰 [17日］条、 6月T未 [11日条］）、 (2)陸奥国大国造の

地位にあった道嶋嶋足の申請によって、陸奥国内諸郡の豪族計64人に新たな氏姓が与えら

れ（同年 3月辛巳 [138J条） 、(3)牡鹿郡の伴囚大伴部押人をはじめと して黒川以北十郡

の伴囚約4000人が公民身分に編入されているのである（同年11月己丑 [25日］条、宝亀元

年4月朔[1日］条）。

宝亀元年(770) には、宇漢迷公宇屈波宇という蝦夷豪族（岩手県北部の譜代蝦夷族長か

？）が、 「一、二の同族を率いて必ず城柵を侵さん。」と揚言して自らの本拠地に逃げ帰

るという事件が起こっているが（同年8月己亥 [108J条）、上記の社会変動は宇屈波宇

の抱いた不満・反発とも深く関わっていたこ とであろう。彼が城柵下（桃生城か伊治城の

どちらかであろう）に居住していたのは本来それにともなう何らかの見返りがあったため

と見られるが、城柵下の移民系住人や、坂東諸国、陸奥国中•南部に本貰をもつ豪族、伴

囚身分を免じられた黒川以北十郡の豪族などの積極的な北方経営への進出によって、彼の

既得権益が侵されるなどの事態が生じていたのではなかろうか。このことはいきおい、三

十八年蝦夷合戦そのものの開戦原因とも直接関わってくるものであろう。

新たな対蝦夷交易体制 坂東に目を転じると、海道蝦夷の桃生城襲撃事件のわずか 1年前

にH下部姓から改姓された安倍猿嶋一族（宝亀4年2月癸丑 [8日］条、 「宝亀4年太政

官符案」 『大日本古文書』 21の272頁）のことが大いに注目される。同氏は下総国猿嶋郡中

心部（現茨城県古河市周辺）を拠点とする豪族であるが、同郡地城は旧利根川水系と常陸

川水系という二大水系を結接する交通の要衝に位置し、両河川を介して東山道・東海道の

陸上交通や太平洋海上交通ともつながっている。律令国家による安倍猿嶋一族の重用は、

明らかに同氏に対する交通機能面での多大な期待を意味するものであろう。

既にこれまでにもたびたび指摘されてきたように、陸奥国の調庸物は神護景雲2年 (76

8)に十年に一回京進することとされたのち、さほど年月を経ない頃に、すべての調庸物が

陸奥国現地で消費される体制に移行したものと見られる。そして京進されず現地に留めら

れた調庸物(±品Hは米と布）は城柵における朝貞 ・饗給を通じた公交易のための財源と

して位置づけられることとなり、また 『延喜式』民部式Fに見える交易雑物の制度（原則

として正税利稲を財源とする）が成立したのもほぽその頃であったと考えられる。つまり

ちょうど三十八年蝦夷合戦開戦前夜の時期に、北方産品の需要が飛躍的に培）Jiiしたことが

推察されるのである。

-80-



伊治城造営後の陸奥国内における社会変動として前に挙げた(1)........ (3)の3点や、坂束にお

ける安倍猿嶋一族の台頭などの現象は、 三十八年蝦夷合戦開戦直前のこの時期に、北方産

品の収取量増大を図る律令国家主導の下で、新たな対蝦夷交易体制の創出がめざされてい

た情況を前提として理解すべきものではなかろうか。北方産品の需要が急増するにともな

い、交易そのものに従事する人々や、幣しい貨物を都まで運ぶための運輸機能の担い手な

どが数多く必要とされるようになるのである。

そもそも桃生城は北上川水運を、伊治城は東山道の陸路を直接押さえて制御下に置く交

通の要衝に位置しており、陸奥・出羽両国を結ぶ幹線路上の拠点に位置したと見られる雄

勝城もあわせた三城柵は、いずれも対蝦夷交易を強く意識して造営されたものであった可

能性が高い。おそらく三十八年蝦夷合戦の勃発においては、こうした新たな対蝦夷交易体

制が創出される過程で生じたさまざまな交易上のトラブルが大きな原因をなしていたと考

えられるのではなかろうか。気仙地方の蝦夷も関与したと見られる海道蝦夷の桃生城襲撃

事件じたいも、そうした情況下において発生したものであったと考えておきたい。

延暦八年の征夷 延暦8年(789)の征夷は、胆沢蝦夷の猛将アテルイが征東大将軍紀古佐

美率いる征夷軍を相手に華々しい戦果を挙げたことで有名である。すなわち『続H本紀』

同年6月甲戌(3日）条によれば、アテルイらの胆沢蝦夷の軍勢は、衣川営（衣川村）を発

して北上川の両岸を北上して進軍していた計6000余の征夷軍を、地の利を生かした巧みな

戦術によって翻弄し、これに壊滅的な打撃を与えたことが知られる。

なおこれまでは、同年の胆沢地方における蝦夷軍と官軍との合戦はこれ一回のみと考え

られてきたが、実は6月下旬から 7月J::旬までの間に二度目の合戦が戦われたものと見ら

れる。というのは、官軍がアテルイらに大敗を喫した戦いにおける官軍側の死傷者が戦死

（純粋の戦闘死） 25人(=a)、溺死1036人(=b)、矢傷を負った者245人(=C)、裸

身で泳ぎ逃れた者1257人 (=d)であった (6月甲戌条）のに対して、 7月178付で発せ

られた桓武天皇の勅で指摘されている被害状況を見ると、戦死者は「千有余人」とあって

数字がほぼ合うものの (a+b =1061)、戦傷者については「その傷害せらるる者殆ど二

千ならん」とあって（『続日本紀』同年7月T巳 [17日］条）、上記の Cとdを合わせた

数字を遥かに越えてしまうのである (dのすべてが戦傷者とは見られないので、巣伏村の

戦いでの実際の戦傷者はc+d=l502をかなり下回るものと考えられる）。

また桓武天皇の勅は、同年の合戦で官軍が「賊首八十九級」を挙げたことを指摘してい

るが、この首級の数はアテルイらに大敗を喫した戦闘の際の戦果と見るには多大にすぎる

といわざるを得ない。そのときの官軍側の純粋な戦闘死者は25人にすぎず、 『続日本紀』

に記されている戦闘の経過を見ても、この一戦だけでそれほどに多くの蝦夷の首級を挙げ

得たとはいささか考えがたいのである。

なお征東大将軍古佐美のもとに、彼がアテルイらに大敗を喫したまま軍を解散しようと

したことを大いに叱責する桓武天皇の勅が届いたのは6月中旬のことと推察されるが、古

佐美はその後軍を解散せずに現地に留まり、 7月10日には朝廷にJ::奏して「いわゆる胆沢

は、水陸万頃にして、蝦虜生きながらえり。大兵一挙して、忽ち荒墟となる。」と胆沢地

方の蝦夷を大いに撃ったことを報じている (7月丁巳条）。桓武天皇はこの言業を信用せ

ず「浮詞」と難じたのであるが、先に見た 6月段階と 7月段階での戦傷者数や戦死者数の

麒齢に鑑みるならば、 6月下旬から 7月上旬までの間に第二の戦闘があったと考えるのが
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至当である。桓武天皇の激怒を知った古佐美が20日あまりもの間、まったく無為のまま現

地滞在を続けていたというのもかなり考えがたいことではなかろうか。

おそらく古佐美は、桓武天皇の自分に対する予想外の激怒• 罵倒に驚き、天皇の征夷ヘ

の多大な期待に対してせめてもの面目を示さんがために、まだ無傷であった主力軍を用い

て第二次進軍を敢行したものと見られる。そしてその結果は、アテルイら胆沢地方の蝦夷

社会の側にも相当な戦禍をもたらしたものと見るべきであろう。

気仙地方への進軍 延暦8年の征夷の真相をめぐって少し深入りしすぎてしまったが、 実

は同年の征夷は太平洋岸の海のルートによって気仙地方にまでおよんでいたと見られるふ

しがある。

というのは、古佐美の 7月10日付奏状に「しかのみならず、軍船親を解きて紬鑢百里、

天兵の加うる所、前に強敵無く、海浦の窟宅、また人姻に非ず。山谷の巣穴、ただ鬼火の

みを見る。慶快に勝えず。」などと見えており (7月丁巳条）、軍船の船団による 「海浦

の窟宅」すなわち海浜部に住む蝦夷の村々に対する征夷が、内陸部（山道）での征夷と同

時並行的に行われていたらしいことが窺えるからである。また古佐美のこの報告に対して

桓武天皇は、 「また浜成ら賊を掃い地を略すること、やや他の道より勝れり。但し『天兵

の加うる所、前に強敵無く、山谷の巣穴ただ鬼火のみを見る』というに至りては、この浮

詞、まことに過ぎたりとす。」と述べており（同上）、このルートで進軍していたのは征

東副将軍多治比浜成の軍勢であったことが文脈上明らかである。

海路での征夷について考えるとき思い浮かぶのは、安房• 上総・下総・常陸4か国に船

50隻を購入させ、陸奥国に配備させたことを伝える『続日本紀』 宝亀7年(776)7月己亥

[14日］条の記事である。また延暦8年の征夷においては、52800余と見られる征夷軍の軍

勢は 3月9日に多賀城を発するとただちに「道を分けて賊地に入」ったとあり（ 『続日本

紀』同年 3月辛亥[9 BJ条）、おそらく浜成の軍勢は多賀城を発ったのち、陸奥国府の

外港である塩釜湾の港津からこれらの軍船に乗り込み、海路での征夷をめざし太平洋岸を

北上したのであろう。

浜成の率いる船団は、まず牡鹿半島を経由し、桃生郡の太平洋沿岸部を航行、各地で律

令国家の武威を示しつつ、実戦よりは威嚇をともなう懐柔の方法で征夷を行ったのではな

かろうか。そしてそうした征夷はこのとき、広田湾や大船渡湾などの気仙地方にまでもお

よんだ可能性がある。

太平洋沿岸部に対する征夷としては、坂上田村麻呂を征夷大将軍とした延暦20年(801)

の征夷の際の閉伊村（閉伊地方）への軍事行動のことが知られているが（『日本後紀』弘

仁 2 年12月甲戌 [13日］条）、延暦 8 年における桃生• 本吉 ・気仙地方への征夷はその先

駆としての位搬付けを与えられるべきものであろ う。

II 気仙郡の成立をめくって

気仙郡の初見史料 気仙郡のことが史上に初めて現れるのは、『日本後紀』弘仁元年(810)

10月甲午 [27日］条においてである。

甲午、 （中略）陸奥国言さく、 「渡嶋の秋二百余人、部下気仙郡に来着する も、 当国
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の管する所には非ず。これを帰り去らしめんとするに、秋等云わく、 『時是れ寒き節

にて、海路越え難し。願わくは来春にいたりて本郷に帰らんと欲す』てえり。」とも

うす。これを許す。留住の間は、宜しく衣・粗を給うべし。

同年の晩秋、渡嶋の狭すなわち北海道に住む蝦夷たちが陸奥国気仙郡に来着した。報を

聞いた陸奥国は所管外を理由にただちに帰郷させようとしたが、秋たちから海の凪ぐ来春

まで現地に滞在したいとの申し出を受けた。陸奥国はその旨を中央政府に報告、結局中央

政府の判断により狭らの現地滞在が許可され、滞在期間中は衣類や食料を支給すべきこと

が決定された。

この史料を一見すると、渡嶋の秋の来着があたかもこのときたまたま起こった珍事にす

ぎなかったように読めなくもないが、決してそうではないであろう。この場合、秋の人数

が200余とたいへん多かったうえ、越冬まで長期間にわたって彼らに衣類や食料を支給せね

ばならず、かなり多大な国街正税の財源を必要とするような特別な事態であったために、

たまたま記録が残されたのであろう。おそらく当時気仙郡には、渡嶋の蝦夷たちが数多く

交易などの目的で頻繁に船に乗って往来していたのではなかろうか。

内陸部諸郡との比較 上記史料によって、気仙郡は弘仁元年までに成立していたことが明

らかだが、参考のために内陸部の諸郡の成立時期について見てみたい。

まず現岩手県最南部の郡であった磐井郡については、史料上成立時期は不明である。そ

の北側に位置する胆沢•江刺の 2 郡については、胆沢郡の初見が延暦23年 (804) で（『日

本後紀』同年 5月癸未 [10日］条）、おそらく両郡とも同21年(802)の胆沢城造営にとも

なってその後間もなく建てられた郡であったと見られる。さらにその北方の和我・ 藉縫．

斯波の 3郡は『日本後紀』弘仁 2年(811)正月丙午 [118J条に建郡記事があり、これら

3郡は気仙郡よりも遅れて成立したことが明らかである。和我・薭縫• 斯波 3郡は、延暦

22年(803)年に造営された志波城（弘仁 3年に南遷して徳丹城となる）の下に治められて

いた地域にあたり、気仙建郡が城柵による直接支配を受けていた北上盆地中・北部での建

郡よりも早期に行われたというのは、やや意外な感すらする。

なお内陸部の諸郡の中で、古代史上気仙郡と最も関わりが深いのは磐井郡であると考え

られる。磐井郡を「胆沢（城下） 3郡」のうちの 1郡として胆沢城造営段階に建郡された

ものと見る学説もあるが、私は磐井郡は胆沢• 江刺両郡とは基本的に性格が異なり、成立

時期をも異にするものと考える。

というのは、胆沢•江刺両郡が胆沢城膝下の地域を北上川本流を境に東西に分けて 2 郡

に分けるかたちで成立したと見られるのに対して、磐井郡はまった＜郡城編成の原理が異

なり、北上川本流に西流する砂鉄川・千厩川・黄海川と東流する衣川・磐井川・金流川と

いった諸支流の水系をあわせた東西に長い郡域を有しているからである。とくに砂鉄川・

千厩川を遡上すれば、陸前高田市や気仙沼市方面に向かう連絡路に通じているのである。

この点は、気仙郡の成立の問題を考えるうえで、磐井郡の存在がきわめて爪要な位骰を占

めていることを示唆するものであろう。

磐井郡と気仙郡の成立 ここでひとまず、気仙郡と関わりが深いと見られる磐井郡の成立

の問題について考えたい。

同郡の成立を考えるにあたってまず注目すべきなのは、延暦8年の征夷の際に、紀古佐

美率いる官軍が、のちに磐井郡と胆沢郡の郡境となる衣川までは難なく達しているうえ、
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川を渡ったすぐ北側に軍営を償いていることである。この段階において、磐井地方にはさ

したる抵抗勢力が存在せず、比較的国家の支配下に治まりやすい地であったことが窺われ

る。

なお、このときの征夷においては遠田郡 （田夷と呼ばれる稲作を営む蝦夷系住民によっ

て構成されていたいわゆる田夷郡）の郡領であった遠田公押人が官軍側に従軍していたこ

とが窺われるが（『続H本紀』延暦10年[791] 2月乙未[5 BJ条）、彼と関わりが深か

ったと見られる同郡在住の蝦夷系豪族には、のちに陸奥磐井臣の姓を賜った竹城公金弓ら

がいた（『日本後紀』弘仁3年[812] 9月戊午 [3日］条）。金弓らは当時遠田郡の住人

ではあったが、元来は磐井地方に本拠をもった蝦夷豪族の一族に属していたのであろう。

延暦8年の征夷の頃にも、磐井地方には律令国家と親和的な蝦夷系住人が少なからず存在

していたと見てよかろう。

延暦8年に次ぐ征夷は同13年(794)の征夷であるが、それは征軍10万という未曾有の規

模で行われた（『日本後紀』弘仁 2年5月壬子 [19日］条）。 征夷大将軍大伴弟麿の報告

によれば、 「斬首四百五十七級、捕虜百五十人、獲馬八十五疋、 焼落七十五処」の戦果が

挙がったといい （『日本紀略』延暦13年10月T卯 [288J条） 、このときの征夷によって

アテルイら胆沢蝦夷の抵抗勢力はかなり弱体化したものと考えられる。なお既に延暦11年

(792)頃から、かつて胆沢勢力と同盟関係にあった宇漢米（迷）公・爾散南公一族や斯波

村の蝦夷勢力が律令国家側に帰服したり（『類緊国史』同年正月11日条、11月3日条）、

それまで胆沢の蝦夷勢力に加勢して山道の陸路を遮断していた伊治（栗原）村の蝦夷勢力

が官軍によって排除される（同、正月11日条）など、胆沢の蝦夷勢力を孤立化させる動き

が進行していたが、延暦13年の征夷の結果、そうした趨勢はほぼ決定的なものとなってい

ったようである。

また磐井地方に南接する伊治（栗原）地方では、 宝亀11年(780)の伊治公砦麻呂の乱に

よって失陥させられた伊治城が、ついに延暦15年(796)に復興されている(『H本後紀』

同年11月己丑 [2日］条、同月戊申 [21日］条）。

以上の諸点に鑑みれば、磐井建郡は伊治城復興にともなう伊治（栗原）郡の再建と一体

の施策として、延暦15年以降それほど経ないころに行われたと見るのが、最も穏当なので

はないだろうか。なおそれは、降っても胆沢城が造営された延暦21年(802)よりは前のこ

とであったと見るべきであろう。

一方の気仙郡については、延暦8年に軍船を用いた海路での征夷が気仙地方にまで及ん

でいた可能性があることから、その建郡時期はおおよそ同年以降、弘仁元年以前の21年間

のうちに求められる。なお気仙郡のような太平洋岸の最北端に立地する郡の場合、その建

郡の前提として、支配機能維持のために交通路を介した内陸部の郡による後方支援が必要

なようにも思われるので、磐井建郡とほぼ同時に建郡された可能性もあるが、あるいはそ

れよりも若干新しいものと見るべきであるかもしれない。その建郡の時期は、胆沢城造営

にともなう胆沢• 江刺建郡とほぼ同時くらいか、あるいはそれよりも若干古くに遡る可能

性もあるように思われる。

気仙郡の郡域 『和名抄』郷名をめくって一 承平年中 (931,....,938)に成立した

といわれる漢語辞書『和名類緊抄』 （『和名抄』）には、気仙郡の郷名として気仙（けせ

ん）郷・大嶋（おおしま）郷・気前（けのさき）郷の 3郷が記されている（高山寺本には
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気前郷なし）。これら郷名の現地比定については諸説あるようだが、以下私なりの考察を

提示したい。

まず気仙郷は郡家所在地の周辺にあったと考えられ、また気前郷は国郡郷名の通例から

類推すれば、陸路ぞいに見て都に近いほう、すなわちこの場合気仙郷より南方に位置して

いたと見られる。残る大嶋郷はその名から見て、宮城県気仙沼市の大島周辺の他には考え

がたいように思われる。なお大嶋郷を気仙沼市の大島に比定する考え方に対しては、 『延

喜式』 （養老律令の施行細則を集大成した法典で延長 5年[927]成立）の神名帳に桃生郡

6座の中に計仙麻（けせま）大嶋神社が挙げられていることを根拠に反論が寄せられそう

だが、その点の説明に関しては後述する。

郷名比定に関する現段階での私案は次のようである。まず気仙郷は 3郷中最も北に位骰

し、太平洋沿岸における北方地域との交易• 交流拠点としての港沖を擁する広田湾奥部の

陸前高田市域に比定できよう。また大嶋郷は気仙沼市の大島を含む同市城東北部、気前郷

は気仙沼湾西岸の同市域南西部から三島古墳が所在する宮城県本吉町北部にいたるあたり

に所在したものと想定しておきたい。そしていわゆる海道の陸路は、南から本吉町沿岸部

（気前郷）の海岸線近くを北上して気仙沼湾奥部（大鴫郷）に入り、そこからは大川の支

流八瀬川を遡る内陸の道（途上に塚沢横穴古墳群がある）を北上して陸前高田市城（気仙

郷）に入り、矢作川沿いに下って広田湾に達するという）レートを取っていたのではなかろ

うか。気仙郡家の所在したと見られる気仙郷は、海道陸路の終点に位置していたと見られ

るのである。

以上の私の郷名比定によれば、平安初期成立の気仙郡は後世の同郡の郡域よりも若干南

に寄っていたことになる。だが、郷というのは調・ 庸などの課役負担を負う内国から移住

してきた公民たちによって構成されていた行政村のことなのであって、気仙郡の統轄下に

あった蝦夷たちの村々の所在地は、 気仙郷より北方の地域にも大きく広がっていたものと

見られる。またそもそも気仙郡は太平洋岸最北の郡として、北側の境界線をもたないこと

に特徴を有する郡であった可能性も多分にあるように思われる。

気仙地方の式内社 『延喜式』の神名帳には律令制下気仙郡所管の気仙郡三座として、理

訓許段（りくこだ）神社・登奈孝志（となかし）神社・衣太手（えたで）神社の 3社が挙

げられている。理訓許段・登奈孝志• 衣太手 3社は、現在陸前高田市氷J:山山頂に合祀さ

れているが、本来それぞれの神社がどこにあったのかは不明である。

なお同じ延喜神名帳には、桃生郡六座の中に計仙麻大嶋神社の名が見え、また牡鹿郡十

座の中にも大嶋神社・計仙麻神社の 2社が見える。よく知られているように延喜神名帳に

はさまざまな問題点があり、この場合も計仙麻大嶋神社が桃生郡所管神社に、大嶋神社が

牡鹿郡所管神社に挙げられているからといって、気仙郡成立時に気仙沼市の大島がその領

域に含まれていなかったということにはならない。というのは、延喜神名帳にはとくに神

社の所在郡について、かなり古い時期の実態を示す記載が未修正のまま載録されていると

ころが少なからずあるのである。この場合も、桃生郡六座のうちに見える計仙麻大嶋神社

と牡鹿郡十座のうちに見える大嶋神社とは同じ地に祀られた神社のことであると見るのが

正しく、つまりは桃生郡六座は気仙郡成立以前の同郡所管の神社、牡鹿郡十座は桃生郡成

立以前（桃生郡の成立時期は天平宝字4年[760]以降で、それまでは牡鹿郡が太平洋岸最

北の郡だった）の同郡所管の神社のリストであると解せば、記載上の矛盾が最も合理的に
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説明づけられるのである。とすれば、計仙麻大嶋神社・大嶋神社ともに気仙沼市の大島に

所在したものと見てまった＜問題はなく（牡鹿郡所管の頃の大嶋神社・計仙麻神社の 2社

が桃生郡所管の頃に併せられて名神大社の計仙麻大嶋神社となったか） 、計仙麻大嶋神社

は、平安初期に桃生郡の北部から気仙郡が分離して一郡となるのにともなって、気仙郡の

所管に移されたものと考えられる。

一方神名帳の気仙郡三座に関してであるが、律令制下気仙郡の領域内にあった神社の名

が神名帳では桃生郡の項に見えること、平安初期の気仙郡域が北側の境界をもたなかった

と見られることなどからすれば、これらの所在地を必ずしも中世以降の気仙郡域内に求め

なくともよいように思われる。

まず理訓許段神社の「理訓許段」とは「理訓（り<. りき）」の「許段（こたん、アイ

ヌ語のコタン＝村）」のことであると解される。やや北にすぎるかもしれないが、宮古市

老木（ろうき）が「理訓」の遺称地ではなかろうか。老木は閉伊川下流右岸に位置し、鎌

倉末期以降に「呂木（ろき）」として所見する。田鎖城以前の閉伊氏の根拠地であった呂

木城が築かれた地としても知られ、閉伊川をやや下った対岸には終末期古墳群である長根

古墳群がある。

また登奈孝志神社の「登奈孝志」は、 「永正五年 0508)馬焼印図」に閉伊地方の馬牧

名として見える「ツナコシ」がこれに相当する地名ではなかろうか。 『日本馬政史』 ーは

ツナコシが「焼印図」の記述や同じ箇所に見られる他の地名などから閉伊川より南方の閉

伊郡内の地名と考えられると指摘したうえで、これを山田町の船越に比定している。船越

は鎌倉期以降閉伊氏ゆかりの地で、南北朝期に南朝の陸奥国司であった北畠顕家の遺児顕

成の船越御所が置かれた地といわれている。 「ツナコシ」と「登奈孝志」は音が近く、そ

れが船越に当たるかは措くとしても、登奈孝志神社が閉伊地方南半部に所在していた可能

性は十分に考えられるように思われる。

このように気仙郡 3社のうち理訓許段・登奈孝志両神社は後世閉伊郡が置かれた地域に

あった可能性がある（衣太手神社はまった＜所在地不明）。とすれば、平安初期に設置さ

れた気仙郡は、気仙地方のみならず閉伊地方の蝦夷社会をも管掌下に置いていた可能性が

出てくるのである。

Ill 気仙郡と北方社会

対北方交易・交流の玄関口 気仙郡は8世紀最末期か9世紀最初頭に成立したと見られる

太平洋岸における律令制下最北の郡であり、気仙地方の北に位懺する閉伊地方の内に郡が

設置されるのは平安末期頃のことである。ところが、閉伊地方には宮古市長根古墳群や山

田町房の沢古墳群といった 7、8世紀代のいわゆる終末期古墳群があり、既に気仙郡成立

よりも前から古代国家支配領域との間で盛んな交流のあったことが知られる。

宮古市長根古墳群では、蕨手7]などの刀剣類や和同開称・ガラス下といった古代国家支

配領域側の文物とともに、錫製釧• 北方系の土師器（頸部に鋸歯状の文様を施したもの）

といった北方社会系の文物が出土している。また山田町房の沢古墳群でも、蕨手刀などの

刀剣類や馬具• 東海地方産須恵器といった国家支配領域側の文物と、北方系の土師器が出

-86-



士している。 7、8世紀の終末期古墳の時代に、太平洋岸の海路を介した南北の地域との

密接な交流があったことが窺えるのである。

前掲の『日本後紀』弘仁元年(810)10月甲午 [27日］条によれば、気仙郡は北海道島に

居住するいわゆる渡嶋の蝦夷との関わり合いにおいても決して浅からぬものがあったと見

られるが、なお北海道の道央低地帯にも東北地方北部のものとほぼ同様の終末期古墳群が

存在し（恵庭市茂漁古墳群•江別市後藤古墳群など）、最近の研究では北海道への古墳文

化伝播は日本海岸ルートではなく太平洋岸ルートによってなされたものと考えられるよう

になってきている。従来、渡嶋の蝦夷社会との交易• 交流については、ともすれば日本海

側の秋田城のみがそのための機能を独占していたかのような描かれ方がなされてきたので

あるが、岩手県沿岸地方の終末期古墳群や後述する製鉄遺跡などの存在を考慮に入れるな

らば、気仙郡や閉伊地方を経る太平洋岸のルートを通じた対北方交易 • 交流もまた、かな

り古い段階から活発に行われていたと見るべきであると思われる。

『延喜式』の交易雑物 『延喜式』の民部式下には、交易雑物という名目で諸国から都へ

貢進される物品の一覧が掲げられている。そこに挙げられた陸奥国の交易雑物の品Hは次

の通りである。

陸奥国 葦應皮、独抒皮の数は得るに随え。砂金三百五十両、昆
布ハ百斤、索昆布六百斤、細昆布一千斤。

箪鹿皮はアシカの皮革であり、寒冷な海に生息する海獣で近代まで日本海北部を中心に

捕獲猟が行われていたところの、現在絶滅種であるニホンアシカの皮革と見られる。また

独肝は『和名抄』によれば「胡地の野犬」のことであるとされるが、北海道ではアザラシ

のことをトッカリと呼び、美しい毛皮が珍重されるゼニガタアザラシやゴマフアザラシの

ことではないかと思われる。ともに主に渡嶋（北海道）方面からもたらされる産物の可能

性が高いものと見られる。

砂金は岩手県内、とくに気仙地方など太平洋沿岸地域で多量に産出されたと見られる。

また昆布は『和名抄』に「比呂米（ひろめ）、 ーに云わく衣比須女（えびすめ）」とあっ

て、幅の広いマコンブのことと思われる。索昆布はミツイシコンブ、細昆布はホソメコン

ブのことであろうか。これら昆布類の産地については岩手県沿岸部（三陸海岸）と見るの

がこれまで一般的であったが、いずれの種類も現在良質のものの多くは北海道産であるの

で、渡嶋の蝦夷によってもたらされたものもかなり多量に含まれていた可能性がある。

このように、延喜民部式の陸奥国交易雑物に見える品々には北海道の産品や岩手県沿岸

地方の産品と思われるものがめだち、陸奥国がこれらの品々を入手するうえで、太平洋沿

岸最北部の官徊である気仙郡家が果たした機能はきわめて大きかったものと推察される。

一般には対北海道交易の拠点は出羽国の秋田城であったとされることが多いが、延喜民部

式に見える出羽国交易雑物は熊皮(20張）と葦鹿皮•独犴皮（「数は得るに随え。」）で

あり、陸奥国交易雑物は少なくとも北海道産品の収取量で見るかぎりは決して出羽に劣っ

てはいないのである。秋田城に比肩し得るほどの北海道産品の盛んな取引が、正に気仙郡

下において実際に行われていたと見るべきなのではなかろうか。

鉄と海上交通 宮古市・山田町・大槌町には、 8世紀代以降の古代製鉄関連遺跡が多数分

布している。それら閉伊地方の製鉄施設で生産される鉄製品がいったい何のためのもので

その流通の実態はどのようであったのか、また気仙郡家はこれら閉伊地方の鉄生産施設と
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如何なる関わりをもっていたのか、といったことが問題になってくる。

山田町の上村遺跡では、多数の炭窯跡、鉄製錬炉•鋼精練炉跡、鍛冶炉跡がトン単位の

大量の鉄滓や砂鉄、ふいご羽口など豊富な遺物とともに発見されており、うち鉄製錬炉9

基と鍛冶炉2基は奈良時代の8世紀後半頃のものと推定される。 9世紀代に入っても操業

を続けている。

9世紀代やそれ以降になると製鉄遺跡の数は増え、沿岸地方の製鉄業はいっそうの広が

りを見せてくる。宮古市の島田II遺跡は10世紀代を中心とする大規模な製鉄遺跡であり、

鉄製錬炉跡、鍛冶炉跡や数多くの炭窯跡、竪穴住居跡を検出、鉄鏃や鉄製大型釣り針など

も出土している。

これらの古代製鉄遺跡の所在する地域は、先に述べた延喜神名帳所載の気仙郡 3社につ

いての考察を前提とすれば、 9世紀段階にはおそらく気仙郡の管掌下にあったものと見ら

れる。とすれば、これら閉伊地方の製鉄施設は何らかのかたちで気仙郡の統轄を受けてお

り、それらの施設で生産された鉄製品の管理・流通にも気仙郡家が深く関わっていたと見

るのが、それなりに自然である。そしてそれら鉄製品の主な用途としては、気仙郡下での

対北方交易における支払い手段に充てられていたのではないか、ということが考えられて

くる。つまり、延喜民部式の陸奥国交易雑物に見える北方産物などを交易によって入手す

るうえで、閉伊地方産の鉄製品がそれらに対する支払い手段として多量に支出されたので

はないかと考えられるのである。

王朝国家期の気仙郡 なお10世紀以降にも、陸奥守や鎮守府将軍に任じられた受領層貴族

が陸奥国現地で、罷（ヒグマ） • 海豹（アザラシ） ・紹（テン）の毛皮や鷲羽など北海道

産と見られる珍奇な品々を大量に入手して都に持ち帰ったり、摂政•関白への贈り物に用

いたりしているが、これらの品々の調達過程においても、気仙郡の支配機能や、その管掌

下にあったと見られる閉伊地方の製鉄施設が深く介在していた可能性が高いものと推察さ

れる。

さらに後世の話になるが、いわゆる前九年合戦の顛末について記した戦記物語である『

陸奥話記』には、気仙郡司として金為時が登場する。為時は、源頼義の命をうけ、太平洋

の海路を用いて、飽屋（かんなや） ・仁土呂志（にとろし） ・宇曽利（うそり）の住人た

ちを配下に従える安倍富忠に安倍頼時・貞任らを討たせるための政治工作を行った。 11世

紀の中頃から後期のころにいたっても、気仙郡が依然として北方社会に対する太平洋交通

の最前線の拠点であったことが明らかである。それと同時に、為時の同族と見られる金氏

の勢力が、陸路によって気仙地方と緊密に結びついていた磐井地方にも深く根を張ってい

たことも同書の記述から明確に窺い知られるのであり、金氏一族の存在を介して太平洋交

通が北上川流域の奥六郡地方を縦断する陸路交通・北J:川河川交通と直接結接していた様

相もまた浮かび上がってくるのである。あるいはこの点は、いわゆる前九年合戦の真の開

戦原因は何であったかという問題とも深く関わってくるように思われる。

なお平安初期以降の時期に気仙郡や周辺地域に形成された交通網の具体的な様相やその

歴史的展開のありようなどについては、今後あらためて考察してみたい。
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